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ノ\。もし^ ス力、v シ，ゾ 「m 逮 故 の 踅 耗 a 保 守 」

コ- % ネ- 1 - ：rrt務 冲 ( t x ^ t M ) 補 佐 ：ノj 、山 a正 幸 （核理研 ) 

n。ネ ラ ー ：浦 f 茂 一 （孩取开），icfc正傳（导屙），输 1 慈 t  (高 :l 府 ） 

宮ぬ £狡 （理鉀），舌 沿 級 (糖 ) , 三甬智人（t 終 新 )

n 瞟 ：今 s の斯免含は、夺通の学合勺々^ とそk ゲら楚談め勺⑷，主̂ 、'■あみそうで.ご: l  
て. から，ん厂んL ごr K 丈 L て，このi t で•ダ’ウンしi して. 械 ス （：̂ 、K る沪と 

t r フビフI て允ったんて*，t 力ぐ，ム、通が:± i  i たので. 立ず方ンパイ〔てから（笑 ）

')こ了、ゾ7 ) J .ブu 卜ンリニアヴ71玲め欠時^ りじ釣いている刀ゝ ごうゲ、無存じ致〔て 

0 3ヤんヵマ（妥）エしフ卜a ンリニ了、•ノフ1ユ沿らく S参て•，最も釣、、て い る だ と 思 、 

ぃ そ Kで新克屋でん1ょ漆®に！̂ 、iTとぃりことをぶっ I r b じ遠、、な' 、し，又.M  
乾ぺ̂保守 !̂や，ていらっI r る方丨エ' 正常に動刀、17このにiX_Lめて色令サエ、vフ（_たいと 

か，そうぃりことKあるとS い3 1 \ そ;PU、ら瘀S上げ’るニの（'、会令試A/iいと沪，そう 

いり爸々ゲジレン〈とぃりかあゲJ U て，そクぃうt の&う3 く1 ) ^ ブMて' 索化又でん 

んた、、に沪く力、ぐたろ成果と上ざていらっLャ石ことと忍いi t  A  f うぃう齡い、}觸  

Kわ々 ぶヽ と思い5す力て，そういうこと5今 8iユ料定言いにくいミとを，こ;KLJ〕面̂ みM l 
会ぐこフ、，いi すから，言，了ぃ/*:だぃて.給構かと思ぃi l V — 泣®？fiJU てr\r いi すバ 

那合が君いミとは载でプいf りでで；い31 から，其の4?1 (、T-: t 忍フて話I てぃh r、へ、 

たAJtろU 'のて.•は々 へ、4\と芯いすす。

パネ 7 — のすと招<T? f ていh  r：さう-t K 核理时の3甫澤，ん，運転 :T ベし- ' レョン0 又: 
梓でて r いさt 。次 a 令腐の;i t f e でん，！乾の方ら全u r フていらっl でいa r f 。そK r  
ら高:l ネ）しギ’一种の桶t i でん，今は g 下舍 t ゲんか歡職の. さだ’運粒 i でいフていまてん 

でM ょうけど（又 茨 ）。それ犷ら理析の宮次，ん，今^ん丨こハう7 ,  7 を卿設計中です。

そM ^、b 移种の吾 )i l でん，リヒ 了 ヴ フの方の責& 奮て、てブ 'いd す。f K から貧乾の三同 

び/ C . 賢链約-はヴんかシス，ムバ面白ぃんで, 式 、、a そ M 念が，あ々七思u t K , 置転も 

i 开免むT っていらっ I t るゎ丨アTベ、マ' 、i i * 。そ 1 (ミら最初皆ぐん0 色 i U 暴/^とr ,  M  

兖 オ の そ 之 卞 バ ■ごr い3 才のT ,  •最 初 'ノクィZ■、の構成' , 3 ずどうぃケ運耗sそ一 

ド h 巧ク、，どうぃう契繁^ とのi i r フている沪， 糾ミ避 d ■癒 ば の 达 と W 、 

とぃ!）ミとをごく 率 d び 話 （捕 ぃ /vぃと思ぃ5 す 。

漱 ¥ でんのナゲらーっ ............。f  K ゲら7 ノぉっLャ る は ，出来i  I /*;らパ早

ラ一のすは誇構で，こ了’い3 1 > ン把のすは恐 ;k m  3 t が' . 产嘛とふ'.名前&言フてい r:r:°
| 了へら給# で，ご ハ り 1 \

; / f i澤 ：マ> > 7 ィ厶の德戌とf ぃ3 すと， のが丨ユ4 月が4 ? F]末3 で’ J 耳复の前期  ̂ I i  L 
て，そ⑴、ら爽ウのパ“ 、A 3 f l 末 3 でを後刮と1 て，穴体f の期肉U課雙揉K参!!公
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r 揉狄 l  f z % ^ ，さわ何 t い）” ，ホ̂ 〈 ；r ンンをメンテナンス1 る 沿 、らすうと，M t  
的に )3 i : 笑験^ 燦う趸1 了もらフ/ : す パ い ‘ v 、、し，それからマ'>ンのすの 

てケV ぐ々 、石と思クので•すれ'  現 & (城 〈て バ 诗 ;％ ，す。矮い方はi s 每 e 違 〉ビー厶 

t ていy うシ、枚館、で.す „ X 体系 f 技 ん そ K 沪ら肀t 主 チ 囡 耵 R i # 残》 

h 。ハ , パジスぐらいで，，人伴々め參j合は舟所岑衣ら而立，J すフマい^ T ん 。マシンの 

詞 人 碎 ボ ^ ノベ# f t といり6 のIよ朝ぶ^ 4 也勤で，ご、r 、、ま（て . ぶポトf l こスイッナ 

t >  (  5  I  T .  j ジ今でしディ一 I: ソ々ノ 3 す。しゲ，ィ 一I ゾナ、フた喪. l i l i l こ扒はあの一 

大秦 I _ ■如調整の時 )旬の0棵 と I i  I  T ,  ±  / t ^ i k \ X b  H すバ , 泳 意 （い!瓶 

で仏 ' か？ソノ人本/  0 辭 i  ノト分N S い3 、ら，攻 驗 S )猶 故 1 i l • 。朝 , 我之 T i i - r  
T 才ベレーレョン1 i  ( て. X i f f 、言t t l し、う6 の/よ奢: 、、んですパ，ユ ー ゲ ー と と の  

t ^ b ウa i て， の值^ れは7ゾケ u クと' a 中の才ベし-レ 

a ンa ュ- ず一のす / : お雜i i 、l ておうJ t 。 （5南澤ごん、i 切フて亥 I て下；

冷钟言<oVいでV 竿t る(ミフシン7 イムの構成のu 最初(：言 フ て 下 （突）入 

そ〉、、う）と X \  ^ \ ：k t \  I 3 1 。 

iく & :凉肝のリニ了ッJ [ l , 孩物理^ i雅荃の一尉究釣ミ怖# 3 ( てv、i U , 肀l i f 物理の折 

兖r  R u 豫逆尊め夷験t々 f用: ^ ていr | „
7 レンダイ厶は、通常ネ過金缰丨3  U 淘すK る腐免室;鐵必勝遇の对灸堅々議T 、 4 通)訂た 

の ま 1 \ 巡の前半が '+ 通中 f主f 夷'絶て'  I 趟肉にっ、キ3  a 内曼4 3 し 

U  I T  . あ ; : め技' ◊ の M 内至1 W ■ 後 ！̂ ) 方 i H てぉつ立す。

そ^ ) 、# ) _ 用と U  I て，所外の傾射夷_ . 月 H 午内f e w 平，匕' , ー厶^ b ている)f  

の話で，す 凡 t のよク丨ンナ、フておつま卞。ヤの便じ价内の中性f ) a 抑室の笑、! ^ ^ ^  ) B  

内至 j 日の刳で，行分、わ八ておつます。

播 道 ：夭连扩らブCI卜ン7 イす-ノ 7 グ本f u 鲂A、ているの习、ど，: ^ 、といラt t K あるので■, i b  
へ厶の倉i t f s i i c っいて致（ますとr f h , ' 4 i l i7 4斗 片 / ⑴ミ看初の 

ピ - てからw 年の 7 8 m i i 0 M j v / ( r p ^  " “ , 7的 何 離 玖 i 立 t  

て，’7 イブ"'VフスタディK使 わ 旬 |J ノレ. タ命肉，こ そ ㈧ 、らライ 

ナッフめダ，ケンクイ厶は/?. R時肉で 1'7%でオ。 7 4 导^ らド ( 3 了 ヒ , _啼 印 よ 女  

Y いので‘"1■丨了 K ど/ ' - スダ一成い丨ユ乂インリンフ" 0 インジニク？一と1 て仗foMているh  

け7 , 1 > ら，± 1) ンフ‘，の往争MVか く て 遇 こ ゴ 已 /Vi丁遲転と故（3 L てでマぬン 

成 ，)I l f の把文？V 汶 良 と ハ 鞴 U  T i けいか壮夺の变办ぐあつ 5 I て" 0 ，ラ: 
イナ'ソ7 のす⑶吓時f t 汜t ろ<oけY んですバ，水 ，末 ，金と遵乾a ているb 丨r で，す„ ; 

ダ勺ンヌイ厶M最初フ么年i t u 7 時)旬射 :、’9 たんで'p 'ヽ  最 i t u —適肉で大体V 射 酸 , 

何力、一寸インダG、、ノフ々 、どの卜7 ブ，)しが̂ ウ1 ( 1 , 么イズくi い あ る ん で す ど 、そ 

の使I U んど)哺 Y ぐ運f eでM て“ つ5 * 1。

% 沈 ：一寸あの賴斤の方でだラづナ " フバヒ1，ー へ約怕々、い秋き：ある6 の了'.すから ,^ 4  

で務わ）m •うフロトa ンの方^ 驭 ，)上 ，n t •ていた/:7 ユす。 .................................................
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粒知すて、古 、、3 すと , P. oL d  C4ナ, W斗十バ卜0计が大体^ O Kてお

◊ ます， < 5 うんT t エネ)1 ぞ一？，す ど 。それで•運転丨よ泰則と( T^J■玲肉，合.裝0  

、々し。ヤパでマシン7 づ厶（3文i串 B h 醜 と （了〉犬めておうi t .

7 シンアづ人の配分T す(；B C : 大 麻 M 獲翁かU 獄 ，あM 残'% 物性け疚 

衣射齡物，希 h H の 撕 ，或、' ロ孩/ ( f ，R 1 , ケf i ，樣 r、 ，てぃるh  

|れ ，す. 弋r でマ> 〉y イムM 卜f u U す々 •チ箱のハいブトぃクのムて齡® ^  ±-,  
e を欲）ようIソんていてン会主 . g めうち̂ ' f i f t i ,土8 f d だ(了才べし一タパつ、、了ぃ 

3：( て，过■学 才 べ し 一m で.す，ら突! ^ v•自分するわ丨アです。m i s  

と立- 8 | « の手0 1ゾ以わ(アで1 > '  と;K t 朝れ和、らクす4 時i i i a ；r へ. 1  — 7》w るべで， 

T ( ; m て ヤ 卿 卜 は 俗 陕 鞭 で ，t 冶 桃 ;欠/ k M - ブr ，_ ぶ齣、读 パ 時 * 

11で，1>へ才べし 一7 , 一希っ〈ょうで，す。

舌丨£1:帝 チ 栘 巾 ユ . ライナ“ノフはノナゾといクイ良いエネルデ一です，， > ンフI了卜U ン 

U入射 t A 1 I  ノ厶有:1 '3  CTeVの 霄 達 （てぃるわげで，す。そ そ 0  3151 

出 I h  ◊ 2 す沢大低の疼をa インアーナノしダーケ' ，，トでf跑 沒 德 t  

て.f m 授フてい石わげで|す。d へへで•すパ, 导にー庚ぐンンアイ厶の採狄の/■ミめ 

の > ン；K ジ々 ム季乾会̂ 南かれぬT . ヤの4 表のマシンタイベi ぐ け で す 。

何4 於前r ら大て> ンタイべ到と言h H i U バ樣 [f^ iK i ( て，っ フ て  

配令し '々 ' 。金灰、的なテ- v ：? ^ i h \ > ンアイu w m ぃうゃ’ノず/て令'ク乏( て, %  
体斗に3 っか4 つのテ一可に又、レン7 イ厶.パ)#]狹でパ、るわけで，す。 U 、（ ,

I ◊、ふ'孑走:分7こ、’ とぃうわけで，、つ立9 寒! ^ のU<f)<nt- y 卜下ツ/ をー且作フ た の 康  

( てぃるのu 動李武赛ぃとぃクこドで. セットT ッフ3 其雨寸石と、、う風 i r ら导，ミスっ 

後の7 - な れ ン ダ イ ベ 分 t るよクIブナ、フていミす。r~ t rb , — つつプリし一ブカマ 

料 と か そ k '々上笑懈挽けるゎけ？'す。说& ライナ、•ノ ；̂ W ( てぃダい陳’パょ只小， 

误良で1もt ，一 乙̂ 、出てぃるはず’で（7 、奇 | 3 0 のぐンンタイ厶とぃクも⑴ゾナ、フマぃる 

わ丨1 でt 。っ 3：ウ为司利_ \ "鋪 ；" 扒てから / メ冬§ ( こ与るわけで，す。

過の運私の仕すr t が，‘ ヤ Iパ 顧 逹 貌 1:遵転、1 扒てい i  ( て. 月暱Uの朝？的1こハン 

がー右、ストップ（了笑! ^ グノし一プからマ > ンT ループば丨さ浚でれるねけで•す。そ扒ヵ、ら 

略 n 欠ff i3 のR ? 時 Iミじンァ，しーフ。ハら笑驗グ)し- ブU ビ一W 級 で K i i o i T です。 

f の)1]に必零令、メンテすン人らヤゐh [r ? ，i v  U ヽし最近は 13耳む動いて、、るにもか 

かわらす蘇障か'、比較:的ケ々、、ので，これ伽ゾり皇忐的丨:補料 r フ 广ャv t あるのです 

, K 议障^ ^ H 尸A ベ t  bb^)X ( T , 傷合1:よフ了 1よ拜嚴0 だけの乂ンT す 'ノ人て'

^ ^ s l s i i t - ごんボ一ナ入ヒいうザノ7•で し ブ 丨 こ 凌 （ているミt i x  
くムつi t 。エネルギーa t 高公抹 I、3 で，す バ 笑 際 は ！才のはぐ r 木ゾ卜のす

ナュしーシ3 ンと刀、，々ノンツ口卜ロンの方のnM.(^K? バ ワ ー 見  1 "るとぃクミともあ 

1) 2 ( て，契 ifLhiJ穴 各 Mロ  MセV也へ、留 i っているh けで，す。下 0方U ノノひとWそ 

のぐらい今、 です扒、ヤ八は逍の,合南にひ了庹かエ■ネル.f —4 变えるとハインテンシブ



一ia幻 1 のアル一ブu 令、るべく高ぃ方が、良ぃとぃう: ド 以 ？.すハン夷！̂禮 氣 ザ び ば  

フネ卜ンタギ，レブ，と言わパるt の ぃ ら ;K てぃ3 すバ，こうぃう{ の（：今、，ノ3 すと 

出,素るだ( I f e ぃイン7 ンシ亍ィ一で'* ^ 1 て允 i てくm上ぃクJ ク令、学!!^くるわけです 

. メて,ベ ;H (よ易Lそうで. デえフ了奚f c u 、” けて.'すね。ベス卜今ェ- ニンフ-で々 、ぃ狀德て",

( か t 紋 ；r文ると、' うh i r r t か ‘ ， の 赚 と （てu がダク觳（ぃ 猶 r す》

ここK 觀 〔はと•，知、と書ぃてあP すが，. リニ了ッ7 と（了 由 呢 、、低ぃわITでt K  

t H t  i : り 麵 で t o  

こ 甬 ：鄭發矛ですK こ̂ ^ £ 桎 冗 歡 D 、らー郁牌个とぃぃi f . れあう 5 け : ようK ,今  

i  ( 夂把の析究卢/ f h J —す1 ボ碎# ソす、フ训 i  ( て，M ^ ^ w t

へn  —ヌIゾ< ^ 。憾̂ r ' J っn 下チつW精ふするよ9 U < t \ i 一[ するねr f っ 

と觳（ぃ; 1 1 あ け で t A : そうぃうこW m (  T , 又シンアイ/ ^ ど、クする於 

と。列之ば. よう/ 卜 幹 认 ら ハ H 犬ダ)る卜、ゲ f う ぃ フ ロ ご 了 、、i  

ずんで. 大乐ー過可のうち3 日内至斗0 ' ^ 丨よ！耠ら1 ^ 。子- マと( てa くフ乃、7 っi t  

今く？てあるh けですK  # 1 3 陳 と r パS t うケとかぃろよう分事r々ソバ（て, t K  

水ら:L ^ \ v f —々 、と，t 今山ぐらぃで賴むと，そのa の：！七( て袒きする方̂ t うぃ 

う希望と出了わげて‘、す，そ0 ) 5 のオべV —卜1てく iKる抱の/件突̂ K , その希®:沿う上 

うド雜フてぐH るしヤ〜、；(:、 ム廣羡, べ れ 观 1よム3 ウクるでぃミと(よ言ドナ、 

ぐf j  i  ( T . 又伴フバ尤h / i '良ぃし” よう，v 卷ぃです。そf u 、らエネ…デ一a f の夷 

驗丨'丄 て变づ3 t ので, 大和I解と （A ( 了0 ノ录l ，U  ( T T “ （" 半，1 ^ T年…Y —,:  
例 l \ X 6 M t \ J i t U \ そ：で一っめ7 ン̂ 叙だら己う，ケ（上げてぃくとかぃク。t う| ミ:

( T ' 油 よ f . f の# ダ見吉で，ャヮてぃ5 す '  そのfl i : i フてa 使のU のグルーブンン、 

小 、ら照̂ ^ 獅 认 う a ( て，そ）づ ;i ^ i : u 、そら“ ：a ，しf i : ぶ{て土 

. ~ f之丨、、ヤパふ清孑でて〔3 う。そゲ後フ' し- ブ内の笑験t:科るのて'’' ガリえは、授存使^1ぐ 

^ M < V  T h ^ h l  \ r . ヤ^)次 の 笑 《M ,ゾバノ欲い、と言£ ぱ\ そこで惠數(こ下 

け7 ぃぐとぃうこ（とやフU t M 数 〔粉素々』）べ̂ ! ^ 认ク2 け :，，ャパ(よ 

この̂ ^ J ば と 々 除 ぃ て t b  P P 5 ( こ は ば て ぃ i して. / プo と丨 

す / ケクM v h げるU 以i ず' パ)I又中/よろム 5 , 靡 < 一ド变るで：みう丨 

ケと言うよう，⑩ ^ う立（て，t し厶ケT スネノレ(L言ケのガ̂ ) う3 す け も ，f^^Tj r  

ではストi — 卜のじー厶と，あと偏句〔てぃヮたそクぃクもの. g 下はf ケス今̂ ンネW 

( ハムり3 てんので，ご一A f r ンネ、W播 U 、f う ぃ 丨、ヨd  
欠取乂上の』うべn のでy \  .

竹 停 ：ど、う己市難ケこU I た。R今のパネ7 - 0 公器，こっぃて、. イ而哪菊取 b 、H ャ 

れろ（とX こ了ぃJ ほ ら ，おっLゃフ飞ぃただ7 たぃと思.ぃ3 すバ。

% 谈 :今てシンヌイ “ タイミレフ、の誠で，、彩 爾 の 嫌 5 、季 1*る，：？气シてA r u イ昧 

肉で，u ' ちM  t:し “ 往鄭5嗜 嫂 私 ら れ て . て ぃ る と ぃ ク 編 ぐ  

h ) た し f H c / t l て、一太核尉の詁では一斗、 は式7 一 乂丨こ故フて笑^ の:戈土
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トマ、ソブu っ （てぃて，そハで，迺 （て 嫌 を ( r いると，与滞に太？̂ ;もぐあるc m  

っ、' て說ぬけぐぃと思ぃ 3 1 。零する{こ孩撕の莫^ 、、うの口，焉1h i ぃ 方 s i ると ' 

4 4 で，ト̂ 、ベ/ / ぃ、、とと刺るとぃうこととでるh i ァで，'t > ら，一寸でっ飞ふ分、ぃ と （笑 ）： 

一すャってみて，樣 奂 さ み て 次 の 笑 す 5炙 え る と 、、うふうy ,  f 之る時) 欲 い 、 

f h で 又 赚 h r っ て . 今ヤってぃる突！̂  K っと？“ 方汰バム^ 、とぃ穴 、^ !  
e ( ゲ/ m は減! r てr る樣公一すヤフて iよすえう^ いう孫外つすで，t フて実驗さする: 
0 で. 字1 るu f e 、u じ— 厶の遂释^ 灰では初举w 彩ぃけれ< r t . 栘理研のt ) オ(よ籾理 

のすでn 効学w ぃぃんじr v々 かと， f うぃうふう，辟を賞えてぃ 3 す - ただ’ハイエすジ 

一の笑翁ではV i T そういう亭ボ，出釆ゲいかというと/ タ^ f M U  7 0 入T  7 レゴン，补 f  
(ンjりぃハら成症免留め ’ A 、と物が•言ぇ’ / ぃとぃ傳 , そ 著 い '相達で {よ’/ぃづヽと思 

ぃ 江  I
十 田 ：一寸だ丨）言 て ぃ rゴ: 7 舌t と. かっては卞嫌マ> / ? イムし、う6 のバあ6 L てj  

シフ卜っ3 ) I しフ卜とぃクのIネ手0 ゲので1 ^ ぐ， シ フ 卜 位 の シ ン タ イ 〜  

とい）ものJ やフてんて， f  0 贼 r 欠 ？ジてシン7 イム5：各之るとぃクオ3 & K とb K 7 i  
ぃたので.すけ :K と’，最近実驗の，ぼ質とぃぃ i す於， L 5 〔丁文\ / とぃうのは^ 中の：の權 

の？シンと（て丨お欠I て高くゲぃわけで. . t う 嫌 の 、l i 貧 •ク丨敗\ て5 てぃふわけ丨 

7 んで，す。そM T . t り1 # ^ をやる3 で- t v いとぃうことに7 フて，直# ?  > ンダイべ 

をS玢する，ヤういり傾旬バあリI t .  1
]% 蒗 ：傻 t f t 招牌U居たんで，すけM ど，t , 今令核种め夷絶：# ® 嫌 u 入って. I T - 7 J ャ る:
(茶工科）u a  ? っ？美咴，ん（言h i v ; ようm 陳 u 犄 度 を 上 ぃ と r めダんで，すネ。ぞうず

ると 7 0 ス ン 小 ;M ' てぃもあフて. 5)卜 紫 と 上 I广るのは灾变C とぃうことむ丨 

ス丨こあると思ぃ泛t 。そ ら t う一っM で才ネ，セット了ツブ^ ^ # ^ 变ゲんで，t $  
一旦J L  h r クとヌコイン> r ン 又 の 突 夕 ぃ で 1 > 4 , アイミンフ，> ら何”ら会 

- f ^  ◊ \ i 、ぃ(TけK ばぃ<了々、い t a そ;K /" f丨了て••諸 德 ハ ^  J  0 、ンフ卜嫂う1 ^合 ( )ふ ’) 得る h  

け？，マネ . f うマると^ ^ 業ぃ。 ^ l c  > ステへで•同 ':播石すパ切宇パ良くダる $] 6 ! 
ムるんで. そうぃう）とだとU 1 ".

n 疼 ：この丨謂常丨ミ本鄭打 )觸たマ思うんで，す べ と ぃ ク の は 機 ぬ 嗽 い 時 I :は皆n  

フて，どクで7 てマレフ卜t む 、と (炙 ) . S  く“ フ/Vらどりで9 て使ってぃばく 力、 

a 笑）とぃうふうな, 端的に言ってそうぃう哺でU Y 、ず と 、う 最 も u 育んで, j 

笑はこららm 守1念けこもの八ごr ぃi  i t . 免を息ぐといっr : らあn でこブぃ3 すパ.次 

へ 進 讨 丫 ぃ ハ ' と思ぃゴすれ'  れ ン 时 謝 j法… '  ビ- ん 嫌 そ k 4 必娶 

人氣，所麥時柯等，/ ナ、るへ:〈窗牟丨こふ;賴 ぃ ( たぃと思ぃうすバ。

涌、澤 ：元！至■話いはのrこんですスイッケ才ン後タタづぶ,令はウ;r - ミン;T 7 ツズで，, そパから: 
言)輕 パ ！時间i / 夂分後，ビー厶調整;の難易度と言ぃさすと. 4、t!報 り a I h h d S  
はた企Wれてぃd ヤ*んので，，こ；K d ぶ時^ 11は遂&かかフてぃろようです。
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公零人員U文啦犬フた実̂ T t とI 人义d I士人棱度，穴中I八7• .イ旦しヒの掃d  
た 吉 ぃ 々 、のK新 U、if公とぃうのは入バ臬3 ’; ， 火較Wぇ 3 八H公ずぃるみ，て、、 

です• ヤクぃう古口ネでは. 大泰ビーム雛時^ とぃう（のDエー1TH則U t理解）;Kてぃ 

3~Tし. 我之のf t 式る許)巧發っと、t クそろそうタイミンr c と言う、、とに々 、 てぃて 

各 tJでってぃさす。

VC %  ••希i开 合 a .  i T, i ル分技で|選 f U 土米る梂Iンバノ ” a '  _ 、の

I w K ^  4-0 で.i l ia  ( てg y f ので.，そこまで.抒フて行ぐ時Iル \っ]n かクヽる時バム◊ 3 

I て， I _ 印i u ヶるとぃラVとです• 部 ！]狀 ボ 涑 る の 配 （てl iK てU ，)
3 す の 了 ' 大 务 メ パ こ 復 丨 ：々 、フ て ぃ 3 す の で . か し て 罕 く 上 パ る こ と 扒 あ り 5 1 %

ビーAの調整ゲんかは/ 人r . t 七釆る樣U，ハ て i T. /■: r 一寸鞔愚度とぃう爭|ミ 

V )  3 すと、’1 7 凝の i t汔にtrームカしン卜そニア一ポゾぶぃので. 今とw ぐらぃ比てぃる： 

力、とぃうd)為 令 ,、i で ん （賓）。 純整(ユ今サ/ ォび速管. 十 P?れ達管とh \ < r >  j ネのォG迷管 

K 夭々ケい、、っ部| 狄が違フて；o'り3 (々 . 特 G青 IM違管/こム、ぃて山じナ t 一好とレ 

Y ェ、フー部め)れて•.の同波I U 違ぃパあ）i  ( T. f のでぃfひ思うの7..すパ. エネ|レV -  
と一吏I;游之るW 翁 Lぃ 時 3 す- r：̂ S 6 <： Jt , てU  ( て. 時 如 / 時  

肉 か ら '
•梢 !！：高 i ネ1レf - 尉でU、刺 I B の#卜1?殊 ^ 上i f  8 の朝 3 で.連氣I 飞雜 け 丁 .

尊“ 時 は ，ー厶M すとすると. 大体^ 時!i r 、朱K ば良ぃと、、づふう丨ゾA てぶゲi  I 7 ： 

^ # 4 】プリインジエ7 7 —とりこ了ッ7 し、分八ているのT ' t ^ v イ 'ノジ1 7 7一の: ^ I こ 

M L ば，イt ンノ丁：ンブゲらヌ- 不，そいキュラーボ、レブへのt刀つ換之で.了と力、、イオ：̂を 通  

觉 （了ゲス瓦S上げ石H 、. ヤうぃう往拳丨こノク冷值イ、ゲる，"7•丨丨イン >ュ7 7 — の今ュ 

- ニング，丨'、又( f バ 如 、ら覓てま飞とみ -劣M i。式、ぃは7分位とぃう等です， .
7 イ了“, プの切 T っばりヤ/ 《乃j 独管のヒ- 卜了“，デに | 時1笥值咏訂■ 、かるので~1 

けh ど. ナューこンフ - の時 … U み4 小とか . " 令 と e>、（ベ— レ と 懲 ヶ I " )  メ 令 と 沪 ス ：_  
そが H : で，出 来 i l *  m  h の - ご> K U で’ す ね . ふ島汔左乃て害かれ立（たオ \ レーレ，； 

ナノレ̂ リーの推培；あ る レ ボ ー ト で (欠笑）

宮 》尺：爾め從丨よすイ 7 0 卜0 ンr t めで. 一才違うと思ぃi す 武 餐 ぃ イ 才 ン の 齡 は 觸  

大 体 パ ^ i | .  S あ I 入 'f .す+ •  t K ^ S f  ^ 才ンを也才時Uイ才ン承の欠換^ A ウ3U 
1 ^ 、ら灾不平S みておう3 す。マシンダイ厶U 又雑ぃのヒ叟ぃのとな4 へX 統く』クU; 

( てぃるので. . Lょっちゆろ時肉沢かかるとぃりのでU/Vぃんです。 J

音 旧 ：核析の咸合、マシンM若干補ItY h i 了で1 て. 掩 張 る 卜 )けです《• 7 レン金#̂ いく丨 

っかI:侍ち;i l l :分Mてぃ3 1 て，りこ了、v フパ3 人. i 空バ4 人 . ヤfU 、ら > ンフu 卜o丨 
ンのオバRFM途^ 认 ，f f u 、らリ= 了ックとシン7 0 トロンと蘩ぐビ,一厶ダフ卜ぶマ/; 
人，ヤれr ら> : 7  a 卜ロンのマ，ネットK 式 ん の ] ントci 一、w c ス入,さ勢ノ d  

人と、、り7 > ンズ’んーブになってぃるわけで-す. 言ぃユt とその石# Kスヲーj 
卜1 蝴 r あれぱ，フ，イストcrンのヒ—ケィン命礼 M 分 L o i l i l J



祕 1 辦肉の棄大の時河で ' は々 、ぃかと思ぃ立オ。あ とr'ノのt  - ティンクm くあ,j ますパ: 

夂- 令以下て•，あるh a r f r ら. アライス卜a ンの t -  T i ン r •の命印で最大で，オン 

運f eのパ〉スー7 とぃうのu善 0 免唞にf游 j れてぃさすぶヽら，t K c ^ t r x  r 一 a スイ: 

、ゾ今オンするヒ調妥のぃい舞丨：U i iらにごー厶パ土るとぃクことで，， ! 3斗へ备驗 J憤ん : 

だとぃうこb もあろんで. u うバ. 韻 ロ _ 勺易い ' と我t 自鼻は感e.飞ぃると)丨丁で，t “ 

11̂ の数| r 凌とぃぃ3 すのは . や ？’ノ丨）ニア，v クとシンフa トロンの《ッナンア’の)す]®で; 
{ T , リニ了*v フのエネ/レぞ一h沪X•ミッタンスとづ、，ヤ*れゲら > シフa 卜Qンへの7\年 1 
甬，そういったt のA策 U)艘を麥するところで，. と（こハく規丨こやっているんで1> ' イ  

'ノ亍ンシ十ィ- ^上げ、よ う と 見 っ 丨 丨 ニ 了 ッ 7グらシンクc rトciン3 で )̂)す]の替同 

隻 ，弋 て す ら > ンンロ卜o ンのR]1祁 逮 こ の | 離 ，このZ つバ酿オるといえ 

111翁 け “ のとダ" す。

1 角 ：電5絡許のリニ'？ッ フ の : マ  > ンの戒魴丨こ宇する時|す1とぃりのiユ夭程身:ど 7々 こも肀し: 

てい3 すc tク丨こ，7 7 イ入卜a ンの匕一サィンフ*’タイム， "f <Kグらやは0賞み金fcの匕 一★ 

> r y イム，t n ^ s  ? i 7 的讀紙といフ厂こ t のボ夭r ノぶ如w 、ると. I らうんシ: 

リースU4M、る の で 〈て ' 卜- ヌルと t てビームパ出でる3 T .  / す分内至夂ん令み 

K i f t i  h , あ と 娥 f  13• け ;:J クK エネ)I f —各例え(JUMti/欲 い 、とか，ずっと' ^  

いすで“ ぃくっノ八欲I ぃ と か ■りいク牵ff jvふる舞 i i r や時!旬a h m 1■け0 ごし 

そク0 、々ぃ洲遽, X 本 げ ！̂1 / 内至w M そW i めエネI l f  一 r 案H u うとぃうB寺Iこ: 
u 、文 心 の e —ムl ^ a 清むと，ただ’ビ- 厶 s _ r ていフて. 辱する d  
ネ丨レデ— しフト i x ^ h  u クといク丹にビームのポジシ3 ンバラj くダいとれ 

そうぃう之とで爹少' 的̂ と邊って■ することデムo ヨt けど，そうぃう拳がゲぃ陳ク,： 

10令 t あh r f — の希望t るエネIレf 一のスベフ卜，しが得られるしそK U 必 

宇ゲ人I [ というのは、之人ふれは突貸的(こ は 凊 I 人U入べ7 トルと監^ 又ていると,」 

I う I人は？ r ネ .ゾ卜秉の調整丨:谗わる。己らろんn フロ^ 來のバ7 メーグとそ？变え: 
ていくと〜そういうこと（ミ饮H K T い3す b 3 あ、叉人ぃ；K(cTと。 食、こ と : 
言っT ぃい/U l> 令、L と思ぃ3す , 難务展とぃぃ5 すヒ 粑 ガ fとt t較 く ら v 今、h;<f 
ぃんて' づがケのI赚 爲 、ぃh けでわ、ら、待じ中 I よJJ'，らf U ザん# V X 体 ㈧ 分 鑛 r  

音 む と ぃ づ 办 束 で 入 る と 言 っ T いm 品し、

r r 瞟 ••そう u けこらm キ定f i f e の淤の叱辱々、操作というれど，の括灰の操^ でってし': 

ら乃ヽ U 、, それ乃S 人 S でこ了ぃ3 すネ , .等)勹のすべし' 7 バ ぃ る と ハ 舰 約 て れ と  

か 、そうぃク爭を辭 (卜 っ ぶ ぬ 顧 ぃ /v、、とm \

痛 澤 ：孩■ 十の赫 r ，1 * L  H r 若沢契-傲の.親の f t量 b 又卜玫（i  I て' 免 許 ^発  

けTるわけで才。その種類では一解ゲの扒スイブナオフというづ、， 序太時れ'又イ 

、ソケ才フ1"石史奸次（笑）̂ m  3 オ . 次nて - 厶ド掛、これは幻キクイミンアと筒竿y  

值相t應 /v (Tで，r —/ ^ 数時i t i K b 卜って維:f ^ h来る。し、わゆるじ- 厶迸待. その上「、:
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t： 一 A調整 4 とr — 厶調整B とバA O  3 I T . や iユ，ノェもしギ，一S变之るi クゲ実一賢の蜷 

合にUfg含f 熱 Lてぃ/• c O V ぃと. 真空り- 7 とす受んクあウうす刀ヽら . その1  

1 てマ主意' ■ あるす(よ テ ス 卜 6 b i f  r’す。と闳時にそうぃう、笑驗 i f f ^  H i b ( f  
です. 必^/•、操作とI i  I r a . 一瞥*r っぱ6 太变» 丨ユ凉多孩て、，. レゾ'リ丄一レ3 ンを 

零获，Mて， いイイン亍ン>ティーA字才くするしVふずっ途中？，エネんf — とすえる 

よう々突-賢 （あ 3々 マし大洋 ^ 理I：の方は？ > ン丨ミ洚ぃす，ラくて，t のす？は 

るゎけで1 \  f の杷八If) hか̂ 1 K あるh けで'可イV ：ららのオlot Lペろじ，厶丨ミ对すろ 

家 来 八 一 寸 粟 ら ， ぃ t んで，丁から . 作 R ば ハ で す と バ り 一 バ 婺 求 ブ 扒 る I  R 1  

の】1 ^ こ丨ユしゾリニ一レ3 ンよつイン T ン 'ン亍ィーといクこヒで，. この丸で，士\7識 、の不是と 

そ ら ら の 方 T，力パ'一 i 米 る 。 オ ペ い I j ン a  I 人で，七米:るとぃうの (K 設言1•の泛愁で、あゲ 

3  ( T . 規 t t K 各 I 人 ？ ェ 一 ず 一 の す にで っ 了 い た /V，い て ぶ 0 3 す 。

此 I t : 每• 疼合丨夂t - 厶の維持|沒涑変動と；̂ 1VM誠变化，び罔或钗のf 化U注意い 

てお八ば妓して動いて，籾く時U勃いてお，）3 す。（癸）f 淹变細ぐケゲいとぃうこと 

了•，夜肉運teぬ !卜f 丨ソ棄々、ょう了••す• あ ! 養̂ 度t 於修 i I て，同着む迹っa 時 

u は癸す細爲款を变えて匕，，- ムH # 琦 I ており2 す。人® は卷巧はI石内至A/コで，交代：（ 

てヤっ了k o  i す，, 患找驗で，交内選f eす る 乾 f愛̂ \ v 石かてトて ；̂ )  

i ~ t K び、んたX 貧m る人八ケ々く，チ、 て？ 3 I T . 最i t は I 石てぃでフ了いるようで•す，

襁 通 ：高エネ、しギーi サ の フ ィ レ v ノア入をで3る人はズシンの還転るとぃ ” / 入テv u  

ノ厂フておりi てんので，，待朱U(J逮暮アんープの中で••運転と1 ると、、り : と（ゾ/ フておQ 
3 す 。穴<冬̂ め転とI さ hi)^c\ 卜C J -んと” ニ了〜7 とブ，一ス 

± 丨1 ' ,r 何 I け ぃ げ ，々っあるんで•す が (高工ネ丨し气、，- 府の方 t 数/:r協鐵する(記憤丨ょ 

_ 未）， i更& リこTv 7 はバ時丨t u 人で，遭 転 （TdM 3: U  . 前段 / )方はタ時•肉っ、、っ I 

人っ、'っ交代。

%  \K  ••夭fe—番最初め方で，：の續、 J U  r ; ので，_  ? 艾了ぃ（: I：さi す，

舌 1丑：じ- 厶の推诗と肀、立1*ヒ，インr ンシケf —, エネn Y —の維待とづヽ 、t クーっ我ミの 

i l 合はス匕しと1；っ々いるので.す八，r 線の女S i t る命の蝴 1̂17 . それの摊待と古）もの 

バあるので，Iよ々 'V、<3、ともうh けて.•， イン亍ニ > 亍ィ一と1 ネ…ギ一/こ庚K i  I て丨よ*Tiよ’;

丨丨ニ了ッ7 と > ン7 a 卜a ンの繋@のところ，っま，）丨1ニ了ッフのパ丨レスと弋spu、らムン 

フd トa ンのパ > レスのヌづぐ、〉；Tをとシ哺で*す} ^ こミ（よ四六時中監視（？い々，丨;TKtf’ 

4 、レナ、いとぃうこと^ ：あ，) 31*我 ヤ ど う t ごー厶灰拣ぐ希®とゲること成 

最进の丨好̂ ぐ"は、丨I ニ了〜7 とャK ぶ、ら > >7 u 卜u ン i 繁くマー厶ダクトし' 入亍アリ-! 

ア：?ィル叭巷いT あるわけで11 夂 f このノi ンスタt ” ）r f 一-於最片^ 々 r 一厶のイン入| 
；r {| t f  - k 劫ぃてぃるのて*’i打 ㈧ 、という慼りぐ( てぃるわIすr .  / M ら の れ 枋 u 1 

いら, るすで，. ど，々7 こかそう、、ク沪ってその拙ト: 德ゎられ广こ右バK あ る と ば

犬 礼 せ ぃ ；̂ 、t 切 h i t ：ん扒 ................。 （もクーa .  t クーs の产あ0 )

ス亏了11 ンアで. 1 ネ， りこ了ッ7 k  v ンクロ卜a 〉U 打 ら 込 の ス i l i ン
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で，1 ネ，最 約 5 Y ビームの撺，，の-最又の帝S 丨こV フている節あるんて•，すネ，t R で.言な丨 

k 最上〕良. ガ' ンのT ぐ近く u あるステアリ > ア’の贫承を变えてみ•立L r :ら. か々、リスグビ 

リT 1 ーパ甸上 t たと言うべl ^ h 1) き（て. 令入 7 ビ 1ヤィ一ぬいい，む索に驭翻1R業:中: 
で，わリ i t ,  i t ク: t て‘，、I  ( それバふh /a •，ど一厶趟柿r 扑靛し、装 Uつ■、るのでは◊、い4 、 

i 芯い含す。e 虞̂ 、人S i ; っ、、了言ぃ泛オと, 基 ^ か 心 り 人 ぱ ゲ 7ノっ、、てい3才が；R： 
ia蒙験プんーフ、 すで.，ゲつ飞衫种(こ&藉 （た人b 、，R 較价古い/ \ でペシンの灘丨:課 

I い人扒 I 人f立] ント0 - 1しfe i;挖之て；̂  3すン 

蔽 ：あf v K フこわれて、、る /a > 、々いかつ、。一寸僕肉f a ているんで•すけ ;k ど.音はちャんど 

( ていたんで.す。 （笑）スタt ” ）T f 一が慈くマっている/ U > マいです於B 

\h t : 責^ を作フ广: 人は居々、い於と、、う•けK こ• •-ミこk は 残 ぐ ら 居 a；て ん .
m と爷良づヽ っ比 a 芩 )

三 甬 昕 の 齡 で P ぐこれ一寸)偵序水初め丨こ庚るよう々、感 ^ んでわて.一寸こ扒を誌し 

て; ^  んとU 議;(：：£ 七 K る欠t 扮R i i T / O く，一寸御？ け す と ，リニ了“，7 介

ア，しーブと言い5 すか , 正規に公的Iこそのよりv r 丨し- グ沢あるわけで，はr r いa i r んけ 

パご I 宾質的にr a —プ化（てお，）i  L て. その人！̂ く人，で•すからこのく人で.何 p  

u 、m ゃ t  ( きうh けと言ぃ3 す於 , - r らケ、ければv '( i v々 わけですu その把に財 
内の利杆博とベT ス人，そK ハら价ヌト於ら补常f/iJ'?r、使い丨こ米る人メヽす入れ丫i 人ど, 
で1 から'全 1 1 人ケh けで1 \ し 契 睽 丨 こ オ ベ v — トt 米るのは，そのん人で1  

ネ . でT ハら今良色んV / ^ r，結し/ ^ た婊に夜肉選転と、、う争iよとても望むべく 

專で. i て、t r中だげ，夜 T tH H iiw料 よ う ス 7 厶V し 弋 う い う こ ） 已： 

h>) i i n i t i の運転的1か ご こ ぶ . ノ斗一寸落ち飞い3オけど，：禮与では耳 itj ： 

( , _  _ t | i L し と f は M M  H 、1.4 0 0やフ厂ミとバあるんf すバンヤ扒で一皮 

そのビー厶バ出てその巧の笑發の技告方扒そのC ー厶で，いいわとい々こと丨こ ^々  3 t と，： 

契發Aそ各まろh けで_すれてそクマ，ノ乏すと]  > トa —丨しデんフには丨人バ戾フておればl i  
とんどポ足つるという '/之革で'す。あと必^ f i f作という® すバ，f  n a f  

發 u よって特Uじ一厶を曲丨了て嫌、 ン7 ンシカ一が变RU：' 格らくこ扒{よ: 

上ネんギ一沢於匕〔ているたのと思、い迂マイマ、f 〉し、クi l ^ ( こは笑̂ ^ 々 k u 次/^すぐ 

H 可と4 （ヽ7 〈れとオペしータU磨心と、そ ク い ケ 味 で 人 必 夢 と い り こ と U ベ/ ^ 4、 

《氣[れ<3义7 U マ，ビームの资庚とかエネんや’一 &粮 倚 Lて1彰卩を飞ると' そi K P lT 、敗R  

UM/Vで、紗 闬 ル U  S といM想 r l " 。これa 何度む中（上I f i す ( m ごレ專内の才 

\ し一タで' こマ、’いまてんて'  财 般 w r ふ、 い 、び敝いねぐそういケ串 4 でるとぃケ 

d ク，焊 丨 见 て お り i t .  
n 際 ：色 f ど、H 廣 敷 う h .ホエネ Iレギ一刺みたい(こ；̂ い如了とおゃり[ゾ$ フ了いふ 

沪半K 、々い』う 滞 に 小 で い 麻 免 室 1 T こ了いまI で.
.遽U 0 ( :もているのれ良く 〜 、0 3 [ ^ 。そ^かシデ日丈财の太

と石:nfなねぐいらフ l v ってふづJ i " T 沢 韻 足 t ろ樣4、•辛 1 たら… •… 。
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田 中 ：名：n就 と か 穴 贿 U ヽどの後運転ご; 简单にT 1ふ、何いd い。

津 f : うらは领ノヶ4 ^ カいておつ汰1*パ，最初の数年Iユ雜い人が学紙る5てンi 扑窄(：良 

{ tM r)〈勤いて; ^ ま i て、（戈）f の去時ですと斗約I幻^ _ t]依丨讀かいていたと恐い3す《 

このごうf! I ooo命 )t m とn  
rr ffl:石工誠、の 齡 r すと大泠Iケ斗位i '、v りi~ tパ，現& 3人^ 椅運軟l ていろ，ベ、ラ、ソ气 

tf f f l，あq iU v 避によ献b離の利间的 i とんCVいわげr , 3AJ^\V-  y ^ v!i a 
式）す。ダヽらの_ ぬ 、々 クヽタいようr i  

n 睽：只今，が 、ぷ的牟にぶ! ^  k んたんでマバ、ネ觀する：と 项 、t い立i ic h 。 丨 

そK r ら狀利r で碎構Pこ了いi  
5 ^ 見：補足r i > ：•奈^ のi為合̂の拳r すけK n 泡旬の人員で，す年、前はスんr，ん rコアれど，， 

(景和ノ今J I 人だ'と ぃ ク ( たf , こ扒Iよど'りいう畢̂ とヽ申l 王すと' 从でオ\し一 

卜トているとぃう辜r 的 v / c r '夜 肉 雜 、叫特 ^ 嫩 ゃ u l 離 , h かあっ 

た 嘯 れ 、々V と具合\ 、A € v といづことでんくつ免んてV る。鎌 ロ ユ 雛 汀  

クヽ 山れ々 ど，チ̂ ^ 、つ3てんで、現f i i 人/こタっているというめIよ、どう{ ふべr、iia  
I^K 3 B值■逢乾で'でる_ こ| i 、どうも契 齡 の (]一亍一 >ョンが肉に合わ々 、く々 フて治つ 

36み， I人Iこ々、フてけう。UH I人といクの口驗い水务ぃ.か{和れaてん。狩 |: 
如了か̂ フた命こ具̂ 、沢起い。ただ*ヤ̂ 、を择す臨時̂ そうしている、そういうことで、す。： 

m 秦 :翁丨かり莨问（て申l4々tあ，はでん^ . 後 ，らお。u られている辜y のです(m ご: 
し一っ丨磁遵坪の方)ミお)奢̂ ば: ぃんr~ tけパとマ，人外M の̂ あるのて1 けk  
v t , 餅 皆 る 5 て'  文f f r のプ̂ % 前が外、フている八衝人的iu ヽ々、う釜 

パ>>るィマotmj：てんけmどt 、平均（てこの值と。ヤR於ら？> ンを才ペし一レョンす 

る パ ー ソ ナ ノ u lフムフM\>>るのハとうメ、そ ど 'こメヽ あるとくう̂ ^);hal^ に 

皆でんKお)A U たいのですけ扒匕 

難' ；f  ：夕分之。のねマあ^ ( T , 愛;訏■巻迄u て > ンハし- 7 1こ爲r ばX狀 1传 ぬ w ノユ1"。
- ( X ^ T ) f   ̂ ( ヶいと示 Iバ っ 音 す ら そ ん ^ らl i u と“ 

简筚U 兔扦f f e l こダつ3 すバン， よつ爱蛛ぐ大聖^ * | | こゲケ1 す し f うぃう賴  

を；! t らk るh a r t ネ。文 和 す u ご一ム! 隱 / u 言ぃ！す^ 小すのユ^ しn 賺  

3 で. 0 K と、、う老̂ の 爱 奸 ト と ^ D M るら ( ぃのて'  そ 成 肉 u ヤうて，、すネ：e ニ 

厶雉荷•とI斗伐ヤってヤニス^^オだった

奇ク未、のバーソブ丄エフェy 卜という舞でt パ、：KUあO i l 。多分ある方では到雜 

来’A 、狀態（，あ4方^、6f’fi|jt■来 i~f。こ:K(よ?1にf の人の使かの^ ] ^ 、と''う3、わ}、つ: 
乏 弋 ん る と 僕 の 立 湯 上 具 合 い <̂ 惹い。（笑） の 3：) i g » f f というと丨 
ヒで，、才べL —レョン丨； 7いる人と、弋扒” らスンテナ、-スに句いている人パいるれ 

a r t . このk は才べし一レ3 ンの十- フa —尸若で，一茂が ^ と疗̂ v ている; 
ので. 私は夕分Bフラス̂ 廑クんで、。ー产君」^ るミとある？

- な :今め (ユ の ぶ 則 で ' ( W ) K ど、£ ' 笑滕の湯叙ミっ、、て一寸縱し



笑与免春U孩 i驭サ内の' ^ 人の古丨ミは定I f と取って（らフて' 卞ので誌人の監年I /)中で自分 

の 嫌 を 数 フ て' そめ-養:仕者ィ、冷 ^ ^ と曼けたら太文責だうクという处7 '

申1込むよう丨こ々 、っ了いるゎけで，す。そこで落t t のデ§的トは々 X て、取ってもらえば 

そMだ'( n ららバ衆uなるh 了T1ハら、/&1续 (:耳义っT t らうたのI:試峡内 

で'す （芡 ）。 これとf 之て下）いと。 （笑）令i t大伴、O 石.後取られていJ 1 W 今 

i l落ちたかマI人で、す。CXO ノ合格̂ 、は“ 'ぞ、、々之とt i 1て' “ 法、，7 0>乏、り 

。よだp パの方Uイ硬だと思いi l " 。fa^SX-fXVFll A b ^ t  
許と變丨するか，づ嫂のi i T t 遵feoKlミ（てお，) i す。で，わ 、ら竿ぃ人r すと' 叉0程 

実̂ 「、未られて3 a @に伋史取るい、う 樣 讀 r r t
© 守：運転の專丨こついて若千でずていf:ださ立すと' # ^ ユ高X早,VA、、ー种厂ンンァ丨し— 

フW ノ，運較今— Aと衍 掛̂ 、t の跑赫のア丨いプとづ、(:如 、れます。

今は卜7 ンジ：ン卜で1 >  ら。h rど作った建十が；例 え ぱ 雛 播 垣 〜 、らお誌I K あ ,) i ； 

け ；:よ う に イ 、 フ？一のオはとレかくいれはv いど言うよう，/ 辜々、ので，t  l ^ x  

み了人づヽ 各ア丨し' ' フ> 、らi i る ioけ r T 。イ年東のイ乂 一じと（て(よ. ダ十一厶と運転);<外の人 

.違^ T t - W 、L漏成、U  I て、逍 u何シフ卜w 、いうろ、うi : V るとU す。nh' ど 

；う， て 、ン ン が 宅发しX U [\ 3 弋ん，ナ ュ 一 ニンフ> > /ズ德で，こマV 3 1 "。# 来のイX 〜 V  

a t ういう.專~ 、んで!*。でt グ ら 淋 山 、おんを大得じ t る還転斗— a グ大萍 I 斗一 

A . - f X  7人 復で，運転MT•ダク。f  K じアラスアルフ了，我、“ 大 h 、親 の ブ ん一~m 
?此 り 1 ( て' 弋k で運乾才る。 （于趴を令のて最人、了人のr あ (\ )

告 沿 ：是非付巾 0之：T 7 i 、r :だ、V : い♦ と忘K f : ので，1 > ニそれはBfS斬_ 若が報去u  (/::  
卜7ゃ卜ブカ X■ -プ’ 1> ニ'?ッフめ同玻敦効杲といろことで，、これ丨ユ辟ひ，すと. 則え !：r  

j パじで，ス？女ぶMHz I:フィ、、ノフ ス で ( いろloけ 7‘すメ\ ' 昨 0新井君が #^(立し  

た よ り に ビ - a u 、t ィンブと辟_|こ殮く r i j h 疼6 l : 最X；斗^ )  K1-U後すらけ、-す^ 、: 
エネ、V f —t 高 〈ケる L 气べプ今\ フへ 'ン丄ン-ン 一 t 上ボ4 し，1_ネ~ギ一人べア

卜丨しi 良ぐ々 、るという4~笑水，あるわけで.す。 > > 7 M - ズのすで乂說叫する： 

箏 丨 則 、情 t い等で，( t . 比軟的个| " ) m :人で々、いと闳淡敎：と变えて運耘1 ■るという專 

u r ゥ 々 ゅ け " 。t K T ' . 夏朴インテンンT1 一 U フと上丨n く K と契驗アIし-で 

沪 ら 猶 た ^ 11、矣の十と I 丫 そ こ の 調 ヤ る わ |丁て1 。そう（立1 匕，漱 丨 : よ： 

つて> > ^ d V q ンのイニテン> 于ィ—と语ぐらいd ろことt 七來ると、、りよ）

^ h l) a t 0

1 承 :今匍ぃは结 I r 一番沖象j ^ v v a ，か丨生め才ぺし一デバ運転出来ろと、' うことは、雜  

u これIよてシン，余I L i K ノナソシンで. （笑）_ 贫 に 棘 I r t いといり季のシン不、レで， 

与哺に感セげんで，1■けK こ••し 0 —寸不ン.了ぅブ々、 で.、、令丨生のオペし- 7 U 対する 

太 £ と述べてぃr :だ、v : いと思い5 す。 c关 ）

音 旧 ：定有運転の蛛の言酿というのは. 无 i 厂:樣にリニ了、、ノフのバ丨v•入難としン 

フu W D ンのパル入運較とのマッケ〉フ，’，ヌイミンア，ととる)勺̂ ぐ I T , そh はツてミー
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っ で 朱 る よ り k 、々っr いる0 て.1 パ，リこ了ッフのエネ丨v ギーバ变軔すれば、て?'. 
年、ソ卜Iょ時内的!：立ら上バ，) ら, き ぬ ィ ミ > r を 变 え て れ ば v け，八 、わ 

け X こr ダ’イ了ん一っをブわハているとぃう〔と, w ) (1ニ 了"ノフりエイ…'，一 

变 勤 と 逆 い る れ r k  t う一っ丨げ赶も苫ぃ5 1 厂てよク丨こ• ステ了りンブ，] 
ィ）し，っ夺，ノ打込む了ンフ"，しを变之るための入T アリ〉アコィIレの貧A で't は。' れ（ケ 

弋ッ卜ぐらいのス亍了リ> 7 ] づ，vパ灯いているんr i バ，待丨こ効くのa — っィヽ ニっとい 

ク こ と て ，，， 穴 本 三 っ ぐ ら い の ツ マ ミ と ;1 b フ て い れ ば . I  8 彼 は イ ン ， ン > テ 丫  一 士 雄 抒  

才ることパ土幸a t 。

木 方T: 5 、ぃt  i fz拳 け 寸 と ，；̂は | ヲケ3斗 . 监* 4 斗 |こコ- ふしrぶ ，)土 i て，あt  
(/1̂ ^°ミの  > ンフ0 卜0 ンと使フて、ゾ: トけて1 バ，あの時(：？れい :々女性バ運較^ てH  3： t  

て. t クタゴ斗t ず]の'ISて..すけパどし t ク彳で（：了父丨1力TMlf性のオペレータバソノ 

7 crトa ンと酌ィ、（てぃた事と思ぃ也I Y .今一寸と] ；< > ト\ た し う r l ,  
irfずUみれ{よ成る一っの，っ立り劾果^ ム ウ う う で ，プ 7 入の面パムフたと思い立す， 

どうぃう効果ク、Q  ------------------- 0 ( 又关，难 3好族J

ケア慘：非常u 之の)勺雙t 面台ぃ)n 遷た“と思ぃa すパ. 欠？ゲ肫達容ですと. r り（i t ォべし-  

' ンョンフノし一と技んて‘.やらんとい丨1 い々わ丨了で，すパ，そう1 3 すと又賢働^ ん乃、…へ 

契丨ユ，肩尉で‘餅_ 勺̂ 小冷} 炉の才べし一ションの♦ 、ら;̂ 3 のででr い立( て' 芮 :l^ .
)しト财はど， 思っt 4障に# ^ ぐあろんで，r y 、、3 すポこ小，ぃ约u そうい 

う事は々、ぃけと，，新免素ハV らんとぃけV いと於，e t 鲁扒'こ了いますので，行米は±1來 

立 t rミ ん ゲ ^ く  f 細匕 \ 時っていくといクf 1ンナ、るので，Uゲい沪と思、、5 すんT，t <  

た ぬ 了 ぃ 3 1 •んr，，;欠のテ- 7へ今らャ了ぃたr:、’m

W逢 管 R f 肉tf、の卜7 ブ’丨しと属空)言！保のトラブ)しの̂ ^ y)肩き: ，これQ 勿す命あるとS ケ 

んで，t 代  一̂ お誌 \願うと非第r 、~feく々 、W t たて.•，どクぃ6 ふうu ぶ足いゾクるの4、 

簡単にぉ詰I願之 ;K ば'とゐうんですバ.
3南、j睪：袁望の方a —f 若の古つ、ら号! ^ て石っf :と5，）んで，太萍面白ぃ李はそ:程ぶ諸 1 1 たとこ： 

う で 雯 丨 こ f i f eぃ爭はム立つ賞えてぃ5弋んので . 一皮、時前の_ 取h 。

一 产 ••一っ,こけiSjfeぃ鲁J 言ぃ 5 すと, 十タンの慈、さ中にス函摄a れっ[XV (' Iこ’ナ、っ~(、、ろ• て’’ 

す 。 （冬 f 7  )
浦 琿 ：その心：ア丄ミの慈バ丨段入ってい3 1 。ぽ ）

三 肉 ••それで爻障U 〜 Vので，すクヽ ？ V/S W UV卷くゲるとク、

浦 譯 ：I 令ビーム，フ卜もで. t1，ー厶^ fc々 V犬IUぶ料丨こVっているので,，て-オデらマしンバ 

ダ; 3 て•.その3 3お体ん1ゾ/ ると思、いi t .  •

火 m ? .  a 犯達管の卜7 ァ，IしI:っ ぃ て は 浅 見 :!んiV於表ぐ;K i  KFl：lf!5t U

たトラフ”)しで，にト客水，4 耳肉7 , ごン瓜ー丨しでフラッ7が汜釆て使え々<々 0 a t た:。 
ピン不- /しの場合/ょに卜め導麽管$爲空1: (  了ぃる# ^ ミは嫂え3 すので.、堤 &もCffii
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o 3 す „ 袁空のトラフ";し丨こつぃては、走 e 《^ /o s u f f  t  - 厶の直擎によっ て: 

n a  I た . 丁廣f こは入T ンレ人K イブとベ0 —又、，の' で.本当丨こ莲 

客くそこに告った（ので，、久水あぃ了 i a った』りで.す。同時丨こその時にイナンボニプの： 

高丘^ f t f のi f f 外 破 損 け 1 1 . ダブ，i w o f r r 丟鉸 j 交̂ r るこm っt  ( i\ 
P 5 1 た。面白ぃ則とI i  I て| 1 , 真空のト7 フ”!Wこ入ると思ぃますが. 7 ライス卜Gン 

の氧泛パ影く’ f り3 I て，こK {よ( うダ"メ 3 とゝ$ ってぃまLたところ，フライストa ンの丨 

づ才ン;r、°ンア!ミ不才 > 卜7 ニスで高i と々 、丨丁て飛ぱ（7 i h 、 i その衡 

た使える』う丨プ/ ’ノ j  ( h . イオン;r :ニフ。の高丘丁ーアn テフa ンの祀獅で土米て： 

u ，! i t . 沢，救年r摩で，0 ぐ，</%て民I猶 翁か ^ 0 & あリ i  ( t \ 弋 R r らイオン;rくンフ。€  

東 の s d め高孤杭^ A っ て̂ ^  3 すヵ义それ水良く烷齒さ起こI ます. ー丨3 は玄中に

、X f 報* ^ ^ Tっ て起1  ̂A f z $ i h 6  J  うて‘_ t 。

佐 豪 :一寸ょぅい、で‘t 於•放射線ダメー ジT t フa ン0 r - アんバ0 ぐ / るんで，すハフ 

普通丨こゲるんで，t ( 了れとt . テフu ンは6 

rr • : ぃで，バラバラu ダるんで• （ょう。

比 h  ：はぃ，@ 〈，わ て . ヤの後べラバラr々、W す .
^ ' f i X K ^ K  f z  l  t で，は . 9 i l i X B H  C め と こ ろ に つ 、、て ぃ ろ テ フ a ン ボ あ リ ま マ ネ ，

あれ々、ん ゾ パ け す . f め前に® くゲろんで1 ^ ？ヽ

火 I j こI I ぃ . . 軒 に i す

捕 諸 Iね、ラで，てぃるので，ー奋fc&ぃ話P t u l • と， $ 守< \ / じVゲゲか1碰ご 

れ◊、くて皆ボ農フてぃる頃rfつrこんで、t t T H ど，口- エネ，しで一厶トラ'ノスボート和 

に命 ]]水を3是）ず 「虎ぃ /*::こと。 （笑 ） j 难外れヽ，) て‘‘1 ^ .ヽ 文 今 t、，一厶が'土々、くてイ 

ライ=7 [ マぃる時丨：弋うぃうこと^ ^ フh t & で、4 « j 6 ^ \  r：と言えるんで- ( 天天）。丨 

そ扒から、真S ト7 フ，，丨 し の 锋 す 、ゾ7 につぃては今3 で 、ぃんで，すけ八ど、イ 

ン ト n 、ソフに使ってぃろケ”一y 水一寸々> ヽ々、3、茛ぃもの刀V見つかフてぃ，み 、んです刀\  

あと(2マフ"ネット灰哼イ丨I スタで，t フて，八 '■フマインの7 ジ。ノ1ぐ‘ ぃめ方しン卜をt し 

(、ててってぃるんで，t i l れこそれパイレギュラー卜11ゲーでヌイミンプ’•ハフhK了 L i ぃ 

3 t と. 嘗 肚 耳 I て I まりんで1 ネ。そ れ ア ，ネットハV 個 ! シ ー 卜 I rこご 

とパ、あつfz /,でt ^ ' .  / )匕、'一U l t W \ ドっfこん ですが，弋扒 ^ ，/ んと3ヽ

滅 化 （てでっr：^ K  h t i W f ^ /  L の 空 雙 れ I たよう々：ヒバあ0 1 げこ， 

( 笑 ）



% 息 ：戌々の碭合 (WOit摩とかそクいうむのがないんですが、強いでX 空卜うアルと言いますと、 

重イオンビー厶を土： I ているものて，す々 ' ら、 ビ，厶トランんT:一 ト呆のi 空間條なんです 

炉 、例之ぼターデ ,ン卜な ’) 何 ん V ) 取符ける時 1:夺 虚 0 释い核のゼン又でや7 マいると痄 

常 す ，例えぼ十マージエッ 7 人十エンジで# 中で，ビー厶が:いV く 0、フ て L i ) ,  

例之丨I あ石アル一アであ 7 / : んで'，すが、I 中で，全然ビー厶が見え厂/ <  V ，ち々ク。 i  H\^ 

イ矸で•ある扩とい 1 と ' 川ィ才续のノ王；0 でト 7 > ス ポ ー ト の 離 が 長 い の で 、企 f マ1ビー厶 

がなくなるといウ寺沪 / - 2 0 * .  i i s クです，此頃夂分宵：！ a ”i ^ n て、や は ，)： 

r、気 &忖丨す了やるよ？です t 

吾 ffl : 饥l i t管のトラアルは、tflわ ん ' 今音で. 皆無と言っていいん !、 ないかと ® ラんですれ、

い v、V、ズ，( ょ う か #

田 中 ：て• 丨1:一す管の話を（ていいのかと• うか。一 寸 今 現 代 :的 VI右と程遠いんですが.その令 

ネ亥# て. j ニ 下 了 フ 父 ラ レータを作1 i  I / : 頃々 .ゾ ア ラ ー の が 孑 し て 、像(すたとい 

) の 於 I っ . 万ッブラーの方は別U如丁んて. もケか，，こんて.すが'泠触がー寸奚合が惡かぐ 

/ニんで，すが、”ッア々一の爽で校電S東 1 i 1 て ‘ そパが終けちぐマ A とし、ク导故が Iっ 

あ石 /ニ，すで.、それ以忮 ( I W i M の净玫 J を然あつミザん，

去 ffl ：そK で 2 年劝 (こも：) そろぞろ列遠窄が傷んでい石てあろクとし、）♦ で，取 換 i / こわ吖でL て、 

忘いのを外 f 1 てみ i  I /ニら案の定 . 真 黑 V极膜がこび 1 畜いてし，ネ I て 、それが又氣を 

吸 7 ては丨卞漆^ 石んですネ，それは周逐めオだ丨丁ヒぐなくてT'ィ入スの緣の長も重字 7̂ ) )  

妒ドも虐いてい /こわ1丁でI て、训虚管とはミの程虔で？)韌く名め扩ど思 , てみどく驚し'た 

錄狻があるんて•す が 、2 等前 u 作 つ 換 I #  ( て、その梦n い i のにっいて丨;[今 ^所卜クア  

ノしが々 、い。ただ最^ す （すを硬いて見 3 ( たら . 核趣付のよう々臼 7 ぼい物で口なくて ' 

ぞ丨” 薄黑し、物力x着ぃている， R F間保て、客いf .すと' ザ丨す1 先桎為結( n 'hっ クU丨 

- フ7 イス卜口ン 晴 \い机]座管丨：（た後，/ んですが、突を雇いi すと3 冬ダメージ沪あ/;

? t と. ク（て 3 冬 也 卜n  I 本べ％ た仗でw かデr g を講ヒれは，良ゲフ1ニ 
い纩と御意見があ名かと湾いオすが。その原 i S h t  i  I ては ' ド了ノフ1 子ュ 一 ニン /が  

すわ7 こ ん で い 圹 と か 、そMが H ク I っ戌々の加速管は架合が# ^ £ といい•？す か 、」 

業がい^ I : で地震の] ^ 、ど榣れるよクU 々フているんですが ' そがでクライストロン0 窓 

に# 又トレ又が^ 3レ、7 /：：の I：ャないがといク丨VJ己' そ れがらが又を雜めV いで導疚 

警を真空て.使7 ているんで丁が、#茨營の與のすクライスト Iコンと藥が7 /：典 I巧 恣 真 兔  

が恶くな i h i す で I て ' そこて.研犷ル1題_とノ 1 U  /ニん'?、ロケいがとガ\ 人 体 :3 っイ立原函沪考 

之らh / ニめ7.す . そ :K て• 丨っ I っ禮かめ :Hぼいいんて.す沪、又竣す事があ，て 'b 困 1 オす;

. ので、3 っ同時丨:对 蒗 S缜 (、，/ : わけです。っネ ) ト'•アノフ“0 彳ューニンク -のや）直1 ンて; 

；H u f がに長もし' い羝で \ / s w R 於 l、2 i i に增之ていたのでヤれS 直 [ た 。絮会が柔 

X ' b i ^ r M  ( て專波營 iミもフしそシフ.，ルな專茨管を途わ :使い 4  i K 真 空 の 順 U; 

っいて u 、s f ^  i U y ) i i て 7 7 イス卜 □ ン0 慈を祥護するとし ' ク寺 5 や つ 孑 （たン粆  

れ从後:クライストロンの？•メー ジ(後 フ て い せ ぜ ん ， s f 6 と真空との間には、 t ゃゐA



空のト 7 フワしが•起 こ る ん U 々、い か と 説 し i 思 ）た で す 炎 遂 ザ に 衮 が ,レh 另 h る ん で t  

が' ビンノr、ーノしが# ! くという專篦には至，x h f) 孑ぜん。真 •空のトラフ、、ルはリークとい？意 

砍 で は ( iとんど皆無(、、遠いわ丨丁です， ，丨ーフ[ >  な、し、んですが伐々の與て，p ゲンをB す j  

んが設計さハて从東チ絜でイ I ているわ吖ケんですダ、そ :Kが紐立てる疫踏で手法がィオい 

/ ニ1 ，組んだ佚 ^)ベーキ 'ノク'，が不秃分，ニ 1 ^ ) ( て本体にm んだ辟 (こイ叮が良く得体は;H 

がら y し、んですが ' 黑し '柯がl i d て，てガン 0 ノ 獅 (：紂翥するという夺があ ) i  I て /  

そ ;K H f で拭^ 挣蛻することで辨琰（てふ" ノます。

三 同 ：雹 結 对 m ニ了ッフクん 'm この稀ひトラァルでw か s 臼い辜があるはすはないんで 

す が ' E & いとい 7 のは缚味があると言うんう丨 :解 ！̂ ヨすと、 1個人雹々移ネ目I を使， 

.ているんですが ' そ 知 ザ す と I う〜4■年# ] ' 何 > ,火辱があフてァ 7 ンジv — を釦がす 

と1Kずと言7 てしa 、くらい狡雷が起7 て マ イ ；7 じ凌が入らないといク卓があ 7 /こんです丨丁 

れども最迹は一寸エネ，しギ一と变とるため (:移相 ^ を良くき7がすせいなめ於、符丨ミ彳: で，: 

X  } な 技 L て卜ラフ，.ルにケるというネ；[■あつ3 ザ ん 。こ；K a 人 間 と 同 i m バ  

体が悉くなるのが \ とクもヤクいり專でもあるの力、厂/ とい）氦 沪 （て；o l ばす。

真空間條のト 7 フリレと（ては、うちめつニ了ックで , はビー厶カレン卜モニクー浐+ っ^)る 

んてすが、その 闪 め 1っが夭々ステンレ又めパイァを企肀てW ，て 、あとだ;々ミッ7 て•掩 

いて. '  そ 0 前 (：フェライ卜のユアを置いてあるというタイァですが ' そめ妁の 1 っ m  

ンし又パイァとゼラミックとの祷級がう i  くいガ^ 、いら (_ く 7 て ' I 年丨、、I 灰位思い K I ； 

た i うに真空枣れの車«5>鬼るという ♦ が あ ）ゴす。 フ7 イストロンでヒンホ叫レヒいウ 

のu 如了年が# たよ ？厂/ 記 磽がご ;n 、i すけパども ' あ 4 つ記憶於ノ定がて•ありません。

竹 箭 ：柯か部资岡か ' コメント肩まぜんか？

a 宁 ：笑 は 今 ！̂ 話題{ミな 7 ておウまぜん於、地震匕マシンといウ卓。 これ丨す恐らく皆j んオか 

か!/、ビームが出ている時•に地震丨びんたらどうし ' ) ネ^ なるか，タタIレ、佩每歡が芯眉ウなの 

ではなレ、で し う 於 。私 (J f 核科で E S でそりい）綠 、乾 が あ 1 ます。その時はビームめ七 

力をシンフ a トa ンガ卞丁がて免てレたのてすが ' ほとんど参響がない。处 が 核 对 の 雷  

象君がミの切地震が肩，，ニんだ匕、あの時ビームが务ろたと ' H 事ど） t た人 /て' ヒ ' 恐ら :

くド了がガ7 ガ' タ ( て、t パが地震のセンす一（ブィ、 て ..........

そ如はみヒで舌丨土1君丨: 間いたオが京し、ん I W い，パ / . 薄、 こったらといク詒d  

成 々 の 所 !？' 筑及地又とし ' クの丨J f j 合 人 3 ケ地震のなし、辫 で ( て 、 とミろ扒麵レ、地震が頻 

繁 (:ある。そもそも高エネ /しキー对のァロ卜ン）ニァッフを作る時にか ]/、そ ）い ウ i と？! 

^ H ( て作フ/こんですが、不章丨ミI て今ネて，ビームの汜ている時に* ，農に々，た半妒ない。 

f 卜、t て e め簡一才した地震，あクれ 。 ビー厶が摘K るかスペクト/レが变るかと罔フた炎乙 

が 、震 度 3イ立で‘す /?\そめ杜だとほとん t .  恐らく原树めオN 、あ ^ 5 _ 良く起 1 孑す

ネ 。そ りし、）專 も 竭 所 に J る 、或挪了が^ 冬 次 浚 U なし'んで丁が、 し、地 震 炉 も て  

くる。 そりい）辜じ对する樣夸灯策とか研がヒいう、故はそれて•、もマシンが'’ぺ 如 ン っ に
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ならな丨す;h ぼ出ているヒか、f パは一寸禅味あるネです，

我、 見 ：原4 は® 中克芏のみ、 U る 虚 ） ' あめ1 は# ^ に_ が:ある為 r 、x  ? な地震がない。

それで.原少ガ と̂い）於 ' 原辦を柃，て $ た理由八: と聞い /しf w ある。信賴すべう話がと.ク 

的 1 わわ、つ3 せ ん 。突際翁7いている時に地策扒あ，た径^ 1)みつますネ，その跨 t: インク 

一 口 ッフ_ _ て土ったとい）專はあリオせんで I た . 鉍 ぃた I I で （1て. そめ時ビ 

一厶が务うたか t ク犷と言クめ口一寸 ;h ゲ）孑せん . 

i t 鳥 ：地 細 め イ ン 7 叫コックとい）の口と f いミだんて'  C关 ）マイク o 淡め# T廣^の靡が簡 

单丨こイ才いているレH . すが ' それにドアスイッチが吋ぃておつま I て、久锊M l 从上だ 

と間〈核 で と J .いi す ，（笑 ）それで t ー厶た、丁 と '… .•，

竹 膊 ：又他十マもこ，、ざい5 すので、人変® 白ぃ詁です， . 次へ^ め5ャていただ？守すが、： 

又 ペ ア 部 管 等 の f 癌 ：とり^ ている於、解 に 。

痛 f  ：スへ’ 下部ふ丨議 i f f 渺 靜 齡 ' 秀 化 I i 丨て、壎パて 4 買うよう丨こ丨てふクます• J - n %  

Y ^ O ) う巧でも / 火^ 孑円の朴窄丨ニ丨も® 7 電 } 蓉 が 核 辦 [こあるわ丨1•ですネ。タタ|今年あ 

/ゾ ; もゲ 1 / ( 上 が ：) 彳ウ 7 んですが、その方は信賴枝が上，た ら （く，て 、境 在 1 冬が ^  

跨ル 1位使 t そ）な状聡にみ）ヨす， も） 1 本妒在ジ如ちょ， 匕でそ如に虚隨 I てし、 

ふわ丨す7 ん で ' 荠間クライスト 0 ン 仍 迆 賴 が ^ 卿 牌 况 位 て す が 、 |本 於 々 如 睛 間 过  

梗え i t 年 閘 | 冬で間にあクわ吖で，す，礎在我々の处で - ^ の赃持ち丨域々汾ク •ルーァで，: 

h H  1 て、フライス卜ロンが^ 分 / 3 本 艮 • 術で使いたい处 (ミ ロ 被 U 分 ヤ 幻 ま す - 

( 夂 笑 ） 三美よ 1 I t 矣いはすで•す。

览 あ •.希辟の場合 (こやは l ^ l F i i ] いのは 7 ライ又 !■ u ンで、人ヤ了部みと ( X ^ o l  3 + 抒 7 て 

お 1 寺 （て . ヤの敗中 S ガ: I 本 ，中 £ ですが，フ7 ンジの部分で真空 1 ーフがあクますの丨 

で 、こh ロがス如及で， 使 す • 舊 p ピンホ一，レが^ い 尺 め も る が 、 z m i M  

：真空で，丨 る 。サイラトロン浐次に ,もい物ド V クH 趴 ' 令 3 ；N S t t J ^ 耆t 。 1 

クライ又ト q ンr、i 7 イ才ン/ R ンアがイホ，て ；4 つせすので ' 跨 ク イ 才 ン 不 ン ア を 入 ( てi  

又マ了と（て し て ふ ） 3  了. すイラ卜 1 3 ンゃ攸 0 豐 | 管はエミ病^ んかも閡俅あ）3 す丨 

ので，あまつ雷ぃ置け V し、孫 如 ; :餞て•す。 

m 藤^ 原^ はクライス卜 u ンはR C A て■すネ？ i だ 奉 引 ニ 燶 と い ケ の Q V t 、んで•すか ’? : : )  

i t  i j  ：ビン木叫レ沪開いたとい）の於 2 古 パ 酬 0  R F ク イ 本 8 傅 組 は I o o / )時間で，了 。 j 

■  t i :あエネ丨しY — 神て.丨t ' フ9 ツインジェフターのオ"で•七ンスターの将士が.あれ炉，•著Sちい /(} 

だと ® ぃi すが、先 U うイナックめ專 S が 古 | I ますと、ウイすッフで^ ^ がかが7 て: 

\ / るのロドワフト斗ューアなめで、大 体 丨 袍 A m 万W 位するもめです，

蒉扒っいてい $  I て . 雒抒貴 0 終予葺必的 3 ジゾ i t ぐポM フト十ュ一アと頊丨3 指 定 ？わj 

て ;M ず （て 、予箄が来る “ m  M 前 a Q マクネットバy f みがハ ! ^ あ ） f  ! て 、 ‘  

满 {こ っ い て | ヶづ，っ^ 7スへ: 了 が ^ ，て あ フ 孓 I た。 I I I らく _ が起らrよv \ たもぬ 

です圹ら ' で t了令（っ，•っ長いめと作フていへT W ^ l i v ^  t o  H e V / iL t： I よ ）び どと肩
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フ てい/こめで' すが、 も先hl' 先程言い音( た林U ト7 フユし垆あつ令I て . そM 
とQマ，ネ、ン' r 0MO.U、らM0.1らとし，々 7 2 年度(、、作，/こやっが一す絶綠概枝が低いた )̂ 
Uを# ^ 換 I て I I：い•？（て • • • . 、 それがらぐ/  6 とし' ク3 極管が | っ o 恨す 

るらI いんで、すが ' こ:Kが，入へ。了が人体2 _ 位ある• あと細いものは皆A体摘,て 、人來 

满足す- 状H なので.1 \
榼 本 ：今パネ7 — の方ガらJfe誌 I がふ，たんて•す炉、実【1 ( フ イ ンジェ7 ターの）;！ZlKi營は林

(高ェ耐）常 U人？ 0、蹲チ2 + で•も，て上来てJ 十:てあるわ(卞ケんですが' それて•アクインジェ フタ 

一 0方0遽管とし' うのは' 街)存知の樣に内部が必ずビーAU/bたかれま（て楊みi す.けて 

がいすI て ' あれn 本聋はスペアf はYくて2 セットあ，て炎互r、仗 う と い う へ で  

T c そうレ、う予葺訂画k dU たんて•すけれヒi ) 、 し、;y建設 t ている緩階に於、キ3 ( て禮故 

f ^ ^ (\ '̂< V H 1 たんて. 、あれ I予備* だとい）辜で•丨卞ずられ，こ沪、本耒は2セット 

て. も，て i 組であると方1 て；̂ ます. 令で【む置転時間が'|/、v いのて•す(r扒ごも、ミ”で 

年間数斗時間動がたらやはつ ' かっア0 トンて.巧れて？て、汚れ厂てオはきれい :̂ I て、 

又汉r、歲阁するというようU1] —T ーションLケ(Thu‘ •や，てい丨代い叶ゃないかと秀 

之ておツ音すので、 そクいク意妹て予備品の後S も粜 I そ すr rn ごも、T痛而7. 7 いヒ考 

えてfc，) そ了。

宮 武 • •理 神 め 鴻 合 は 電 令 管 だ汀 み 詒〔（含すと、テ丁 3 ? とし、ク遠信營ケんて.す於’、後力、よ士夕 

k w の土^がある真空管 V んて•すが ' こ：K は、クちめ才 で / 々年ilLく勃が（ているんで.す 

ガネたこ2 革 L 、々使 ，て J O  d  Xに ですから么、杯のよ 1はX分長いんで了。趣付 で は I 年 

間 に “ 如 時間]人上 R F バワ一人れてい i 下がら' / り年間と言い4 すとぐ万時間で了我 

2 本を換 1 たというの11、予痛品の肀力、ら、l h とくヒI 空管ヒいうめは良く々、いので、

2 辜'j吏，/■てといク素咪で2 + といい耆Lたが\  I 冬 b燦扒Aものは蕪レ、、です力、ら士豕释 

間やヤこ^ ? T S  ? tJ符っんU  Yいかと思いミす。スへ。T I H  3本 ：：、マい丑す。

舌 田 ：十は1電 I f とい也ば7 ライ又トロンが一春重零だと海ラんで丁が、、Cわは三憂管機絜の 

PV - 2 o | 2 という球を2夺と、そ扒から卜厶ンレ•バつ了ンS十け1めTV- 2 o i 2 ヒ 

いう球を2 + ，計4 本使I る鋒'S持，てお，) そ （て、その肀で. ト厶ソン、K ，) 了ンのもめ 

Uっ て 13、7 o o o 0 li \ t ? o o o ^ n \ X ^ ているのて、.すガへ我々め处はI 不分の 

I という低いf ュ - t i 一で梗っているわ{マです为\ エミアンの栋7 趣象は麵1 く 

て、床たこ、使おうと思とぼ仗乞3 す. それからマ又ダ一才'ゾシしーターの固体乾播^ の场^  
です扒、こわ(12斗前1:2 W如 の ®体 そ 癬 S作 1ま（て、そろそろi f _ 間 2 不释間 

(: J ているんで，了が，政障ヒ（ては皆無でメン十アヽノ又ほとんと，フ1 一とし、う状餞で.す。

こわIIマスターと先前がイすくものて.すから、万一め專を;^之て予備!foを丨セット择ぐてい 

るんて‘すが' そういう灼グ出畚が禁レという專て.す•

三 角 ：電後射め̂ ^ の7 7 イスト(3ンて，す扒 ' ： も^を 2ネ ^ , て Lて，為命 

Uあf つ長くないんでK 今そで，欠 2 なトラアリレといし、矛すか' 取棧 t る原因ヒ0、 た 

6 則 1や[1，) 、卿み⑥丨ニもれす.エミ读いあこ、ヒークーが一寸莫合が悉く广んたというの
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があるむ■で，す。保 i e f 間 と （ては / ジ如 J # 巧ゲんで.すが、 / ジ 的 玲 開 “ 欠侔長!！のものは 

持っ播で . 不 音 (マアッとし、う間にタメu ，a 斤もりも和 ' ♦ 了が。 7 ライストロン仍予備 

h ( ては、 1本，)i m f i 意 I て 置 い て あ る し た だ こ h a 爾 i て為 0 守 （て 、う世仍タ^樣 

( : イオンノrひノアに電源を入れてあくヒかいう寺は！てみ，）孑 n て.すか4 笮翅はごう（ 

ているかという專で，すが、營 瘦 は （てい〜、い し /::，こ'ズペア鲁丨Vロがf i t  (てあるといクと 

c ろて■す • あとフ7 イ ス ト ロ ン 赠 へ _ 々 と ( た 電 + 管は年 Iニ| 丨3 乘 乏 仍 方 が ら 丨 测 ヶ  

い （ i o g 間值犷丨丁て' 定期会使といH 岭 ゃ バ 〈扒ているわ叮で，t が 、その跨 r 雹ダ 

管 s 斗ヱv フ（て收萼7 もの卩取換たると，あと真合が若い時m 残々が> )ケらこらら 

い (：. くってR 换之てみたリする、 f め為め一すけこ翼空管とか抱抗、コンナンT  一 U f f i t  

( てあつミ7 。音 a 極く夺血でm 空管が今はもケ絜造中止だと々、V ) 辜にケ'/こつ 

I て、本当 r、と、、ウということもV い樣ケそのて•も投ク寺 r、入つ獲く，卜 X ® , ている。

メーカーの 't rいて.(す無いんて、す丨丁帜と，も、よく 飧 r，t あるんで[ブケい 

か 7 アと考 t て 3 す ，

竹 膊 ：何々、御 霄 阴 は？令めスマアパーブと言うの a ' フライ入トo ンが主で、維持 f とかい〉の 

口.恐らく  . 維待贫め内界を出ザと言扣扒ると ' 思: らくクライスト□ンが斗間研本いると 

いう專て，。爵わ , / いと奚含ぜ^ い し 雷 わ ゲ い ヒ 义 メ ー ；7 —名 ' 小 ?H - 〉ん 、いらっ t ャ 

ふがと、、◊ か ' ® るんI：■ゃ々m ! l うんて. 、V るべ < 資\ てあ*T•て （笑）• ぞ七u 、ら維舞 

め对究f 置に姻すといクのも ' どれも又 . 必宰で，' 非 笮 「、難 （いとg うん 'm _  

又 そ ) いウ丰パと恩クんで•了 が 。こパで一為# ^ 係の才 (了終つi すんて-す# ' が]>コメ 

ン卜がご ;̂ •い す （I ' b  • ..........

、美 M  : 一 E のつっいた匕いうわ11 ^ 、人て‘ す i f h ご’も 、笑ば地震の諸が尨嗦 1 てすぐi i 想す‘るめは 

地 震 . 雷 、火4 、親父とぃり真葉があつ令（て ， んです叮扒ども、突 酬 連  

恭とし ' りのは、皆うんとう考 t ているか ;b がらq v んで，すけ : ^ ども、後 i t X辜 #起つ為い 

もので (すケい力、と、イ列i は規& げイオンボンア荨&使フてあ反が扩か，た し  

ているヒレう』 うな狀辕て•すが ら、 そk がら®す電及なん沪朴举「無 煙 （て使 7 て A ウまい 

て ，相 善 の 十マンスはクタいヒいう一寸 H f あ名んで.丁 r r h ども，%[z{  V 〈ちt いヴ 

，/ い_ め （っ匕十 V いかと恩，ているわ吖ケんて•下， と、•も• 突口こういク筲問ロ突u  

マス:イ资問卜でY いかとS クんて. T 吖れごも、コーディネークー (ごお箱いけこいのロ'矢 

々 峰  1 ^ と待，ていら？ U  H あわマ夂半「、々 石という择竣 &W農 な h  Tてね\  

( 笑 ）' 近 專 （ていた /ビ？たし、。

竹 腰 ：ご う で し う . 則 'I T 氏

- )$ 澤 ：消):器を利同けニめ沪2 旧でご;n 、せ1 。そわいb スイ、./十才フ( てマアマア夂支欠だっ 

/このが2 0 。袍 「栈々の穴(1邊設時u i ©4侧め辨策が焚之孑（て，この時は消防秀^ で: 
1たんてH 請防^ が系る3 TU滇 （土めそ（た. ですがら; ^ 鲁奶す幻3 と纪 

t i  l てU ” す•



A t 腰 ：内容はと，う ぃ う 牟 ル た か 簡 单 r お 賴 ぃ ぃ た け す *

席 琿 ：内容はフライ入ト Iコンモジュレータが2 因 燃 i 孓 （て ，そ“ は調X I と飧ぃ令（た • f  H  

力ヽらイオンボンア電凉が M 3、や m 圯 爲 $ ん J ,  ^ u  7 /こ！̂ 抱後の雒分がら丨 

たが汜ネ ( て 、そK r J スイッ 子オフて .人体包ざ鎮欠です . そM が ら M ilはインク一1コツ7 

の岛 I :入 h てぃたフィソツア又ブージのやはつあ足旧絡^ ' 繫 ;》U 孝 t て 、 - h i ^ / z i f z  

$ メイン子すンスU 米てぃた外部の方がスイッ十オフ I て調之？ （た •

竹 胯 • • 毛 'ジ ュ レ ー ク a と，うし，ク 処 た ‘， た で し り か ？

痛 澤 ：七ジュレータて•す々 \ ケ，力しが終t ためと、十バイr 一め抱机と取小マてあちへ’ーフ极 

が搭之令けニ，一卞务、その俯にもケーフリしのトラフヮしtむ尺山あつ孑す丨丁ど' f の數とぃ 

っ たらもり' 一すネ々イ可か補足あ>6 ?
一 尹 ：ぃや、；r ノノくんす一で電痛が；咳えためと夜くわが，) ヨザん吖ど .

滿 澤 ：その边丨こヶクきすと务贵任意と嚴i 注責处分することじてお）ますので，' ロッキ;
一卜，と 同 (，•ょう [こ偽f e ( てぃ合可貶性炉わ，け I て （笑 ) こめ際 ' 政ぃた方泸ぃぃでT f e 

北 美 ••原騎で请又器^ 使 ，，m l 酸ガス求 ) ( I て.調 I 止めためが丨 13あウま可。ふ と 眺 (: 

/ r r t ど硬わなか7 た の が 丨 因 あ 七 ジ ュ し 一 ？め中でブイ今トロンのヒー7 —用め: 

卜ラン入扒あ9 ? す が 、その一次袖 jヒ二次側 Iこパリスヌーヒいクのを入れておぃたんで11 

f  h i ミX がっぃて系ろて煙が尨尺 . そh をビッフ，M てぶ酸が又汸火暴で济L 土 め た ， I 

その伦トリ々”ーバ丨しす一茶のトランスが禾だ欠を腐く前q 疫嘴で，、g で肖し止め^ とぃ）丨 

のがあつ者す。コンナ.ン7 — がパンフけことぃうんう々'  コンr ン1T一と1 7 て1>補肋霓 

拖用の小 ; ^ /フィ七？一コン十，ンT 一Yんで•すが、これ於バンフ( i  ( た。その桎度PTi
竹月要：私毛't . 旁减(ミ/!/■こめ •すが、~ f ' そジュし一夕に了フリルの街服と使，てネ ( て • そめ, 

刷で.スノくーフと中，)孑（て、わK 口簡单にX着くがら、皆 J ん匇緣ご存^ 尸と罔ぃ母T妒 

アブリIレ莉贿は弋うぃう处m 絕对■•使わ，A 、』クド。使丨こもコ、ゾフフa フトが | &树 で 、: 
燃えらゃった辜があ，)母すが、' そ扒もアフワ，し樹滞て. けこ。

梢 姐 ：(もエネ，しヤー对て. ロ，あ 孓 つ 横 ぼ 扣 ら ケ ぃ ん で す 、意选何かゲーアルド防欠塗 '紫と : 
いうのを望，て ，そ一力ヽら秒緩て•す か 、t K l 处 々や，てしi る』 クで•すれ。あ と ？八コ唳 

ぃながら：n しフ l てて又寫4 7 c とぃラの炉（笑）よくあるんです丨丁れ匕何が福本光生U; 

一寸神 i足 （てぃただ丨丁るJ  7 V めで .
福 冬 ：私 の 所 、一 度 入 ク ー卜アツフ。の 時 に o — タソ一ホ。ンアめそ一 クーが丸 戍 U"<Tノ i  L て 、

消欠落を捋フて采てもらぃ4  1 て 、私 、地 べ た r、へはりっ？ I  ( て. 見てお，/こんて，丁 

が、そこで消欠^ とふとめ（すっが® 到 〈6 ぃもんてすがら、ー っ 狀 ル ミ るのを待 

って他へ矣贼 Lな ぃ 認 （て 、请又器をとうとう梗ぃませんて.（h 。そウぃう+ 议浐 

I 什 ご J .ぃ '|M 了：。
t 沢 ：趣 ^で i 丁今 . 福 本 さんが1真われ4  I た 钵 , 0 - 9 1 ー朮ンアがイ争電の後再スタ一卜の時 

紀ら々し，でへ^ レトを淡ぃたとぃク 0)於 I 〜2 丨3 あ ）'# す，それからフーつンフ，•ノ 1；。ンドの}f! 

肋 ：冬場に，n せすと草が生_ t i  ( て 、そパを意紙的 u 燐いて w  i  ； h b m ^ m ^

80
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て,乘たヒ 1 /うめ々M 泉あつ聋す， （笑 ）あとは夫梭言われh た丨卞ど' いフが起る只貶 t t  

を私のているのが突；! ^  す〜: し一? の人がf c l セ7 ていもわ吖で，すネ . 厌m 力、ら燃 t

出すん卜々 /A 、かと罔いヨす。 と言うのは、 f  ぐ々、し、高^ で.'遂にX+と起

{ i  I て今一フ.，レの上を):怒け : :といりのがあるやので .すがら、 f  M七 や が 駒 、1 を秘 

めていると；！ぃI す •

告 沿 ：右い誌はえ核砷にV、ら ( たす丨: 神’足J ていただく半u ( て 、着逆 :や ，i  ( 斤のはマフ‘'冬ッ 

トのコイ /しの棉修作業とし' し、含す力、、一度搂忐々、ん力、S 分 解 I て 修 进 I た夺於 .あるんて^•す 

が 、そ (y喪 欠 と 入 i /ニら衩覆のビニーんが火を噴 j 寻 1 て请欠器^ 使わクと超 7 /こん 

です扒，ぞこ嘑で.至らケが，/ z b n v ' 7 ^ そめ翅由は業右が来てや，/こんで，す が ，ヒー？ 

r、( て十何§ アソヤ了め方レン卜が灰れ石電^ / コイ）レの端^ の冬ジを辨め忘 :k ていた 

んですネ。分 解 t てみ/■こらネジが？，，7 フ" 7 (こなっているヌ^があって、そこめ抵抗の烏に火 

を焴しゾこヒいク辜て- , それでこ扒ぜで (て他も條1 い t いウ4 でメーカーを哼びネ1 て、全  

部 後 覆 を 卩 パ て 、金# ネジ仍辞め l i t をセ，たという辜が 1 汫でI了 。そ f ^ 、ら非寄 u 坚 

細 Y夺なんですが、民生用の亍ーフ")レタップと恚うもの犷あるんてす沪、あ れ 所 れ 柏  

f  c  y 3 一 卜 l たんで，す が 、そうするとあれは祚窄 [こ 華 奢 る ん で す が 、久本めフュ 

ース: が大客量めフュ一又なもんですがら ' 慎卜ら扒ケい接Y專丨ミケるんf すネ。鋼復が真 

赤 い V フてじニールガ^ # 燃えふわ丨丁てM て、非举ドすこ、，い輝て.全く僖トらパ々いネ乘ケ本 

が 起 石 ん で す レ E S での欠灾なん扩も亇ーフ” しを忟7 て 旋 统 1 7ことし' う詁 ?!間いている - 

んですが ' 我々め所もそ扒 m t 全くの奥防嗝で、( て ' ー且イりいり事软炉起，六ら全くぉ 

手上すの状:鉈ドなっているわげで，す •

三 角 ：電綠汁の場合で. と ) も記憶が定ガて" /，いんて了沪、ど々ういク火災の叱爾亡匕いりのは 

W フ アニん(、ゃYいかと恩いミす。た/ご弋扒卩餐ガ，厶可寐任を耙めていると拿フて‘客iV  
い等が’/ い夺は、Qマフ’’ネットめコイIレがしャーシ3 —卜て. ，こんで（，こかネ' *fれで’ 
&分^ と件，て匂，て粟た，それマ赏珠で先す気がイ才い/ニん/ ^  7ニが一す記疣妒定ゲトt  
、々いんですが’、f う い う あ ，たくらいで抱r はケか，，てんU ケい;(K 忍います炉、 

ど う で し ）。 .

；| 憎 ：g 々あった牟を輕扒まけひすれごも ' の方式& # f u お，L t ってし、/rMH*Vか

(電 歸 ）フたと則んで.すけれど仏 '

f t 藤 : いや、，ゴガ'らぐ趴ヵヽらやろ：）というわ汀で•丁• 儻 核 ?开U域 中 Uん /こ 旱 を 餐 { i う 

ガヒ; I , てい；3 す。

1 增 ：ヤうて•すか、I 了 Vて.藍视U いるヒ沪そりいクめがあ扒はいいめで.す[了 Kし違く躯;K 
ている竭公uはかケリ鸩が尤て; (我上ってから教が对くという4 は ' 克でないヒI頂い i  
すれ贫凉關侏であパ(1走' ?そっちのオで，気約才くと恩い念す丨す扒ご、そのi l 一っ，

也 藤 ；量 外 r、みし' 則 T一っロ蹦+软がべ一フクイトのガ^ ウますネ。そ Mがが々、)人鬼量の電武 

m i ミす匕、弛んで来ふわけで .す， と缚々持雕把执が人5 く仏てズ灸 

(するといク4 故が核对の ^  F ゆ で I度 あ W ん そ K で 雜 な ，ち吹フ一て 、今(こi 裏
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が:續 4U f う に た 。そ扒ロ表エネ ,レキー对で.もあ ）幻 て ' f _ _ ' ソ 午 fj 待め  
v ぃヒいう♦ がその景® ，こ'’，たと罔い ^ :下 . f 扒からもう一っ意外ヒ亍ッドノ 'r、。ィントじケ 

フてし，るめで. ’）レーがあるんで .了 [丁扒ごも、りレーめタトu アフワノレの刀パ，一付いています 

ネ。 0 レーが意外と長い成使，ているうろに何かレマー*ショ一卜を起Lて疼えるんで .すJ 。 

あれが；® えると熟# 外の刀 /ベーで，讨 流 離 ら な ぃ わ げ ト す が ら ，ミもるわ i 丁で，、ズ豕之ちャ 

りわ叮で.す，f $ \ h ヒ人体ワレーヒし、クのはいくっ々ヽ紙に並んで，詹いてい名ので下めオが 

終えると上のオ i ですーフといフちャク :M 丁で•すネ。彳クいク普があるんで、あめ乃バー 

13っ iするのがV いのか、樸 ( I突は、莨 （寒、（て ，カバーとっ丨するんだフア匸ら上のオ(こ乃レ 

ミかイ和ヽのやっ$ やっ /ニ方がむ（ろぃいのし'1ぐ々いかと周うんで，す t 丁扒どもe

® 中 ：こ扒も音の右い話で、 竹7(|3んガ ら ガ ^ ，) き（たが ' 了フ” しといクめ13、Mr- 
«U め/■二方がいい， 1 ニ 了ッフと10ヵヽ（て ガ ら 大 夺 に h  とはないんで 

すが、軔かす前にI皮+ ス卜中にや，た專があ？ i す。f  で口）T フ9丨レめ板を使，

ていて：:れが0 — ソフめ才辛く(：:於义てそ一七一なる摩。

去 12 : わ ト1 、そ 糊 I 行あ，は わ （笑）

B 中 ：で す が ら こ う い う と が 、确士て，相当览欢ひ人さい凡で.は了フ” ノレと沪悠义易ぃも 

の11嚴に戒めた方'ガ い 。メー乃一の方に： 願いLておJ fcいんです於'  特 衆  

闸とかマシン(：あ i l 閭碌ない惑の機科:&作られる辟には，赛ってて毛そういク徇(域げ 

~ n、T U i 、. ゆす'キジとい）の（？弛 t 、ものて'.す力、ら、梢*に灸0知く人が厚てu っす 

辟めていれ(i ともかくと（て、せす\、の斧卜々そういづ奇符ゲ寺の減I 巧播に八、ノマー 

を株て叩ぃて帝く拣な入はしげa ，で ( ^ うがら ' そパa うっか勺すパは.欠を噴くもん/ビ 

という尊と“ 忘パのないように顧ぃ/こい。もう一つは] 、ノ卜a - )レケ- アノレが；g ' i /ごとい 

りカヽ 、穴4 1：、々 なv'んですが ' これは馬餳：ん( u ャ ベ っ て ら 7 /こオ妒v いと思ぃます。

馬 感 ：私 . 辦 で コ ン 卜 ロ - ) しや7 たわげで..T 。ケーフリし&遂 定す 4 時 i t 鎌 メ ー カ ー \行 フ て

(1?7X巧ノ送々 _ ぃ/こ6 (丁で■す . づ I 狗 顯 J : 1 ためU ね f みが咬むと，例 i は，ビニールロわず.みが食 

うんですね ' ねずみが食わU ぃ叫 I ホリエ今レンだヒ言う專を聞レて市 o エ+レン雜緣の 

特辞ケケーフ，ルを作，たわ (丁で，す ン そ 扒 辦 て •役ンたわけ t す 门 ご ，ところがノ 1；• ，ノエ+  

レンとし、うめ(3轨に非常に弱いわ丨すで•す 。ですがら逢設彥錡の話て .す け ど 、コントロール 

とぃうの_ 識 を 1 ヶ何間 i i u レ 对 、2 ヶ约r L 、‘行くわ (丁で、す 。そh で，とんでもな 

い处でショート丨3 錄# 出 来 ち ゎ て シ ョ 一 卜 H がパ一と洗 ;K るわ吖で'す 。 f う i i j t  

錄 (こi f ぃもんで，すがらケーフっしのf t _ 7て毛すぐ® ま ")ま 可 か ら 、被覆ガぶフてい 

るところ口火文吏なんで，す』 。 ところが、ヤれを肋 7 / # な^  了肀に入）て い る I 本 、I 

本 が 像 1 らt い^ : すがら ' ^ 罈が條るわびで 1 \ ヤ ;Kで絶ぎ終泉を起すとリ、う問)®が入介 

あ や a o ネ̂ ^ コント丨：)叫レは八ン7、付 i た^ が 2 石ず固，あ，) ま す ダ ら 。その 

梂 iミタタし、わ叮て、す が ら 繼 会 詩 レ'わ 今 る 掏 ぬ スが，がな）あ り ネ I て、そ扒を搜マめU #  

笮 に 若 脊 I て ' ヤ扒ですーフ、ノレケん沪を终矿（ちr っ たとし' う樣な約® ^ あ ，ノ孓（た 4 ,  

そ;M、ら遙d 興もあつ |  ( た. と、.ういつ会が勑ずみが金い易いとか（笑）そういクめを
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間 い て 、その色を a ホいてや，たもので•す。絶 緣 i w f かノr、9りエ千レンめ方が良ぃんですけ 

权ども ' # {こ朴帑u 葯いと、そm で % t , たの沪栗が 7 /とのか今でもわ扩ウシこん。核 付  

のコントロール炉うまく魟いた /!]•を見るといいんb，t ケいかご思）わ 1すで，す。手豹# > 0 、 

毛知 :K ^ t fん 吖 ど 。そういり泰で.わず•みこいり專口良く義をっK了，打 れ ロ 'い (丁ない.あエ 

ネ )しヤー; ^ ) 過兮4 野ねすみがいるわ i丁で‘す . それで例之ぼ、減 o鬼 で AV R & 使フて 

いるぴ了で.す が 、その中にコンT ンT 一 &役フているわ〖丁て，、コン十ンマーがビニー〗レを 

梭フているんです扣，そ权をねす，みが食，ちマい音（て 、コン亍 '> ト の ァ 1レ i めアース 

耆で食，ちそいそ（てそ扒がショート I 孓 （てヤれて. 1 1/尺が7こ，め Iソ ハ h () ' 变動がも 

のす r  くクタく，，7 たヒいク寺砹があ，は T 。如 f •みというのはよほと•氧をっ吖ケ rTKはV  

(丁ミ它んれ弋扒犷らもう一っ、矣エ衬で径域 :（たのは、 これ口一般に;！之る辜斥ヒ兒い 

ますが ' ノ列むL に使う V 7 ンス ' 絶碌フィ十メントト 7 ン入とか墓ク名仍を我々は)尺 

山 使 ）わ吖で. ネ ， : のよう，/ 狗を作石_ : « : す信頋灰めある会ネ:t r、' 内容めn  rニ会 

社 の 狗 i 仗 り と、 t t 1 こと（3我 々 る メ 一 方 一へ德んで作ったわ Iすで丁 / f こ 

0 メーカーで我々ロト7 ン入古で掣邝メ一カーを指定（よ 々 と ( /こんで.す パ 、すでにその 

舞 m i l くてノー々一a t f 賢 左 I ち ハ / ■ニといクことて•がんへ:ん L てく:iAといク專尸し 

p んです於 ' ヤ 0 メーカーのスコ前ロあま1 間い斥こ t ，A 、，fcA  ' 為反をみダ々フてい名 

と言うことで. U 二 そ 人 / / ノー万一の物はダスだがら取換ろと言，た ん で す 妒 、そ扒口ケ 

か な か 、メー刃一て，全 ^蹲 ん t，ゃ， 1 遺卜 、 たので，ダメだ，/こので，了が• ' 案 の 定 ' 電衆を 

調 整 け い る 時 、宁でスパーフが起？i l て才イ！レがプーッと膨張（3 ( て ' f の箱が政 

裂 L ま Lて油が、匕一と飛び出けこという間 /題沪あリ i  I I、 間丨丁てみ/こら避ゲ丨ニ絶緣オ 

イル；r 人 ，ている ;h r r です。 t こうがコアとり一ド綠ガ非宇 I'xitiゲ，た と 、ぞうし、う信厲 

のある会杠 (、、t  u いと、嫌 (抑ふ人がどクいう物纩とレ、う年 ?!わ々、7 ているA m るん 

て，ない t ' f ういう風ゲミ人？!犯 す と 、で，T ゲらこの栋なコ ン木一ネントの_ 4 (:減  

幕でー卷大切なわ (了ですネ。例 t は.冷額丨こけニら右か（いで，すけビ、IOO丹 の 物 ！俯ゃら 

J ^ fz f ic j x -も全音f i i iるとし、う♦ があるわ丨了です， そうレ、ク含で、ヤ分注■意 （て十るベ？だと 

思い3 す #

ゲT 聘 ••ごうも6 々 あ ）がとうご，:5、，いま（た . 要 は ど う I ても欠哭の佘0 1 ミなることが起る可跃性 

及る も 則 I 類 堍 （ない』うに取怒狩を集め々、いヒかいう注竞め犯要だし ' L

てもしょうがないんで，すが ，叙 柯 と か 法 で ，分丨ブ4 とかみ丁ヒか、ノ乃V I みと又膨人々、面積を 

职ふんで、突衆 (1で ？ 、々いんです狀そうレ、うここだと思うんて .すが、ぐれて時深も 

いすせん仍で  ' 最 後 は 梂 鉍 极 職 め コ ン ト ロ - ル 13非择 (こ大夺々、問題/：:•と思うんです 

が.、齋 ；f  J ん 、昨 13丨3非 f に立狄 P、コン卜し 1 叫し J 扒て疼^ 、1 ，こんて' ご；M すが'、他許 

の方はどう’A てい4 か御説明賴 \/、/ニいと思い：f す，

北各丨香对の爆合^ 孩域付ほとロ、そん々、(こ式山U あ 的 、し、楝 Lこ々 ，ておつ逢す叶れ匕.も ' 同 

iai•象残存燦番丨こっいて⑶系嫩すで定期的 r、# l定1 て私つ達す• フィ〗レ4 バッジ 

(3 3 ^ 1-1 0 全瘦I て後で.被# i が 叛 音 る 』ク1ソハてみり4 す，待に校射貶め瑰
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い 処 て 作 常 す る 嫣 令 ^  口 ， 直 誇 式 の ホ 。T ッ ト 釋 量 れ と ■ 于 す る よ ク Iこ け （ て 、 す く ，ど，久  

位 あ ひ た か わ が る 』 う に な っ て お つ 孑 す 。 と ん ど の 鴻 刀 を 1 $ 1 て 4 芩 間 1こ 々 つ 5 す が 、 

そ の 斗 斗 間 で ，ー 卷 あ び / こ 人 で 2 ^ 0  m レ 厶 て ，了 。 w n o  i i) し ん 。 ふ と 彼 の 人 は 把  

牵 に ♦ 〜 、い で 、す ( T 扒 こ . 、 そ め 棉 々 状 後 で す ，

很 择 ： 1 年趴のト - タ 从 I 着で、す か ？

叱 某 ：4■耳間めトーク /レ綠音です。

裀 f t  ： 高 エ ネ )し ヤ ー 对 で (找 虚 讨 究 果 の 放 挪 W f l ヒ い う の が r m  ( て 、 こ こ で . も ， て 色 々  

十 ， て く 扒 て い る ん で  ' 我 々 ロ ほ と ん ど 無 照 た で 』 ろ し い ん で ，了 が '  フ ィ ル 厶 八 ッ ジ ( 3 巧 

( こ I ) 3 定 則 的 (こ 交 換 L て い 孝 （ て I 丫 呂 使 に 择 展 炉 本 て 来 ふ そ う で 了 。 弋 扒 ガ ら T L P ボ  

ケ 、ゾ 卜 千 ェ ン バ ー が l i l M u l  Q で ' す が *’、 あ と 綠 時 丨 て エ 牟 華 で ，立 入 る 域 合 に は ア イ オ ニ で  

一 シ ？ ン 翌 の ノ K ア ッ 卜 十 ： ン ベ ー と 檟 ？ よ う 1:、 て お 1 逢 t  v} y  ^ 1 i ^  I 丨3 楗 溱 t i 街 [ が  

あ ，) 母 1 て 、 度 膚 H 疏 梭 査 : を L i t .  L r  g  l ^  I 13採 纽 け l て 、 包 t o f 〈と 炉 亦 命 球 と  

か 姐 色 素 匕 か そ の 使 黾 々 調 べ ふ J  ) [て な ， て み ，j i  了  •

竹 膊 ••突降# i ：を受1すておら权るかと ' う沪こか ' 镜ごん々'

M  «  ••イ可か， 会貪變叶てい 5 す 。ヤ扒で伖秦 J ん 妒 7 i りレム/ i t で一番みいらL いで，す吖扒 

と、' そめ使め人 ( H と すンし !/、ケいこいう結 &蘭 き I  U 二 

窑 沢 ：瘦騎仍场合ですが、爸 ク 鮮 が あ る と 君 い 4 すが、マ イ フ U トロン室の基率ヒいう毛のを 

作 ，てお，）令 （て 、と':！の乙ケ巧をとつ i  ( て も ミ つ レ ン h r ? とノ起t な い 』う iて 

コントC I - M て扣つ3 す。例 む !1強校射綠凉でめ作業ですn > \こ ) 晒 つ の 作 業 で ^0  

ミ，) レ、ノトケ' ン&藤えないよう丨ニそ扒S超 I たら高^ 憂当# といクスr l u っI丁て、錐が 

w a やったという辜もっ吖てい石んで •すが、f の』 クに人をドンドン a i てろら t ている 

わ丨了です。規突に (3才ぺし一 ク ー の 人で. 2  0 0 i つレレ卜 > ゾ/ 早早といり资 (、、で1 \

竹 膊 ： T い ふ ん 今 し ，梂 V 気 が す る ん で T が ，、 と、， い う 欠 で 、あ ひ る ん で U づ 刃 、 ？ 

t 沢 ，• ウ イ ア ツ フ の 粉 ヒ 異 な つ そ す が 、 す イ フ □ ト C J ン で す 匕 1 2 フ ツ 厶 と か '  h h v  ) m ^ l K  

期 的 r 、椟 之 V (T バ ロ 、い (丁 ，/ し、ん で ' す ネ 。 そ れ で と う （ て も • 非 f に イ ン 千 ヽ / シ 于 1 一 J 泰  

I て 使 ， て い 相 2 ヤ う い う 切 要 も な い ん で す け 八 と 、，レ 一 寸 ;t ； i / こ ，) す る と そ う い う 辜 な  

ん で す 。 i f f に 一 す タ ク い と 恩 い ま す け れ ぐ 仏  

去 a : モ ニ ク 一 と し ' う 意 味 で フ ィ ) しど、バ ッ ジ を 只 （こ i a 見 石 こ と と ， 最 a t l d も 锊 阏 す る 辜 に  

L て お つ i す 9 i ^ b  t そ ニ ？ 一  I て い る と ニ ュ ー ト q ン も 同 跨 丨 ニ マ ー フ 々 、と い

う ネ を 十 ェ ツ フ す ふ 為 じ 亇 、ノ 了 1j ン ア ■と I 孓 ( 勺 々 t t 拳 の 種 類 を # で ニ ュ 一 ト ロ  

ン t ニ ？ 一 を 1 ^ [ 杼 7 て も ら い f  ( て ' そ パ で ニ ュ ー 卜 ロ ン の 被 落 と r 廣 の 樣 暴 ヒ の 相 闇  

飾 未 と 今 # \ て い る 处 で . す ， f f u 、 ら 平 年 (ニ 1 姐 猶 經 と い う も め を 々 ， て い 違 す 9 

そ れ ガ ら マ シ ン に が 植 | f e  ♦ で は 、 放 々 、 イ ン ク 一 ロ ッ ク を も （： フ て コ ケ ■シ a ッ 7 こ § ゥ  

て い る ん で ，す が ， コ ア シ を ^ ! < _ 、置 い て み ？ #  I T ,  ダ I 傾 で も 欠 r f て い た ら マ シ ン  

0 ス イ ッ 斗 が ’入 ら な い と い ウ 4 丨 ゾ ム て お つ # 1 て ' マ シ ン め 中 に 八 る 場 合 ミ ロ コ ：T シ &  

木 ケ ッ ト Iニ 突 込 ん て 、入 る 匕 し 、ウ 竣 則 Lゾ 6 て K つ 3 1 \ 戈 ^ } ヽ ら \ 度 シ ン フ I ] ト G ン丨、、 匕
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ヒ之^ / ニま4 ビームスイッナと入れ /こという專故泸ふo 母 （て 、そ の 择 驗 &淡んで入ぐ、ゾ：

十をAJKて炉 ら 3 0 # •間a 寅陳にビー厶丨J出 V い匕いう择に议逢 l # i h .  C L ろそうい 

ぅ净ょっ残货抆釘K が?v H ぃわヴで•す が ' っさみ鉍し（i ( たょう (こ ，朝デ時ド

マシンを止め孓L て . U ん の 申 U 尺程度てj が れ 分 が ^ 吓ブ一，）ンフ、• ( て ' そ h 刀、らメ 

ン子了ンス作業u 入 る と ぃ う 风 を セ ，ているわ (了です。そういう濘はもなう善?文と 

1 て、倒は残贫 ^ 1 报 浐 /タいわ卬ですが、そめ领&磨レ，た作菜の銪果、歎 時 Mめ間に？卯 

ミつレントグ' シあひて I 3 , 六とぃう辜があつ蓉 | て、残管校其す能にはM 特に気をっけ

T v 6 b [T  ̂T-
三 肖 ：駿 衬 の 0 ニ了、, フN エネ )レヤーが最高が、3 >3 r i e リ值ヒ比較的他:ぃ才に属するら丨了です 

が、 そのでいか、枝 报 丨 ：よる積爆というもの |1無ぃよクに思ぃ 1 す，7” し- ァ U展  

( てぃる人は全臭フィルA バッジと . 太亭域入線丨f U 中 用 の 2 傾 H 手 っ て ぃ 川 て 、 

f れ 常 祷 爲 fl I ているけす’で. T » 片 に 1戾ととかへ送 7 てその衿粜が廣って來る^)a  

I ヶ月使で，すがら ' ( 何 か あ > た時 r u ；!もう及ぃので•飞 r f n r ^ 、現 在 :f で.めメS '痛い

U とんじ全4 卜丨0 5 1 レン卜アン从下、っ古 ，)ネ贫K t t T ヒいり处に升 - ッフが '何ぃて这，

て束てぃるヒ思ぃ i f . 乎舞ちにT L D 素 4• ガ̂ ？a iあるんで、それでや，てみてもいぃん 

ですげ八ご一寸系精 i  ( てぃ孝（て 、そういう♦ はや，て ぶ ，ノネガん， ) 

に人が'居て 、4 、んていう半は、人が’'Jパ / ぃ為 (こぞぅぃク处卩抆ってp ぃて來h ふ 桎 、人於 

ぃ々v んで，、f うい ◊ 叱®己口3 T ないとい，た处です， （苌 ）あこ当然ながら肀年卩 1炱  

洗 較 辦 、M A t j k l 、尿 u 孜 射 綠 (:(項 # ケぃのか々、ノj が f りぃウもめ&ゃ バ ぉ ) 

i f す*

竹 捭 ：又 '細 い 、参 考 ( :ひ る 括 々 謂 鮮 て い / : / ^  m 雅うご、外 れ た .

このノ辦口？] ^ 处を特糾？玲i i 、なんとt k 〜f i i たヤうで，' もウテ跨b S ? k  /ニん 

でごJ V  i  T が終らサていTてK さ/ていこ思ぃi す，

ァ ( ]ク，、ラマーを祖 § ( ていた /^いた小山出，ん (ミ老々了しンジ• 丨てぃ/ ^ ^ 孑（たんで抱 

手を捋フて終りたぃこ思ぃゴ不肩厳うこm  ( 7こ• （相 予 ）

小山 tf! ： t うも夹行夺| 会侧の不手除がふつま( て_ の設定がY うも拙が，/-一らI く ' W i f 、

本 | (  了？時て•切れる為を管理 / ^ —秒念 (ニす栌、 て 、デ時^ ^ 使わザてぃただいた(だ  

いでご，j ，い4 す• この揉な企i t iを次a 仍 ，) ニ了ッフ校贫卞研究公て4 ヤ 7 ていr二/で(了たら、

そミで、又 、!f t e ぃふ' 話 （が何えるん t t ないがと思ぃ迂T*

こ'.うb 掘 I ) ごンぃi  I た • （柏 今 ） 

( 文 責 水 山 ® )


